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戸

公

献

辞

は
し
が
き

一
機
関
と
は
何
か

ニ
機
関
所
有
と
支
配
そ
の
一

三
機
関
所
有
と
支
配
そ
の
こ

四
諸
説
の
検
討
ハ
以
上
本
号
)

五
む
す
び

付
、
日
本
特
有
の
所
有
と
経
営
の
諸
問
題
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機
関
所
有
と
支
配

献

古宇

講
義
の
日
を
同
じ
く
し
お
目
に
か
か
ろ
機
会
に
恵
ま
れ
た
宮
川
澄
先
生
は
、

い
つ
も
、
泊
顔
を
く
ず
さ
ず
静
か
な
口
調
で
語
り
か
け
ら
れ

た
。
今
は
お
ら
れ
な
い
。
信
念
に
き
び
し
く
生
き
、
そ
の
為
に
生
を
縮
め
ら
れ
た
と
ニ

zyノ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
先
生
は
、

『
日
本
に
お
け

る
近
代
的
所
有
権
の
形
成
』
(
お
茶
の
水
害
房
)
と
『
日
本
に
お
け
る
近
代
的
所
有
権
意
識
の
変
遷
』
(
青
木
害
庖
)
と
い
う
優
れ
た
研
究
を

遺
さ
れ
た
。
そ
れ
に
ち
・
な
ん
で
、

「
所
有
」
に
関
す
る
拙
稿
を
こ
こ
に
捧
げ
る
。

は

し

が

き

現
代
大
企
業
に
お
け
る
所
有
状
況
は
、
個
人
所
有
の
縮
少
分
散
・
機
関
所
有
の
拡
大
集
中
と
概
括
的
に
杷
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
所
有
状
況
の
変
化
は
、
必
然
的
に
経
営
お
よ
び
支
配
の
状
況
に
変
化
を
惹
起
し
、
そ
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
把
握
・

理
論
を
生
ん
で
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
個
人
所
有
は
三
割
を
き
り
、
大
企
業
の
十
大
株
主
の
中
に
個
人
の
姿
が
見
え
る
会
社
は
一
割
に
も
達
し
な
い
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
か
わ
っ
て
、
機
関
所
有
が
拡
大
し
、
機
関
所
有
者
が
支
配
的
所
有
者
と
し
て
登
場
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
日
本

に
お
け
る
支
配
的
所
有
者
た
る
機
関
は
、

銀
行
・
保
険
・
事
業
会
社
で
あ
り
、

」
の
状
況
下
の
支
配
は
、

会
社
支
配
n

会
社
資
本
主
義

(
宮
崎
義
一
教
授
)
、
あ
る
い
は
法
人
支
配
n

法
人
笹
本
主
義
(
奥
村
宏
氏
〉
、
あ
る
い
は
経
営
者
支
配
“
資
本
主
義
の
崩
壊
(
西
山
忠
範

教
授
〉
な
ど
と
把
握
せ
ら
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
機
関
所
有
の
拡
大
集
中
傾
向
は
、
年
金
基
金
を
筆
頭
に
保
険
そ
の
他
の
機
関
の
資
金
が
銀
行
の
信
託
部
門
の
運
用



の
も
と
に
投
資
せ
ら
れ
る
状
況
が
確
実
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
状
況
を
、
六

0
年
代
の
パ
ッ
ト
マ
ン
委
員
会
の
議
会
報
告
、
七

O
年

代
の
メ
ト
カ

l
フ
委
員
会
の
議
会
報
告
は
、
銀
行
の
所
有
集
中
・
支
配
増
大
と
し
て
把
握
す
る
実
態
調
査
を
発
表
し
、

P
・
M
-
コ
ッ
ツ

は
銀
行
と
い
う
所
有
者
に
よ
る
支
配
n

銀
行
支
配
と
理
論
づ
け
て
い
る
。

こ
の
同
じ
事
実
は

P
・
P
-
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
っ

て
、
年
金
基
金
の
拠
出
者
が
常
業
員
"
労
働
者
た
る
こ
と
を
も
っ
て
年
金
基
金
社
会
主
義
と
論
じ
ら
れ
て
も
い
る
。

そ
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
年
金
基
金
を
筆
頭
に
保
険
そ
の
他
の
機
関
に
よ
る
所
有
の
拡
大
集
中
現
象
が
み
ら
れ
、

一
九
七
四
年
四
四
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
九
七
七
年
五
人
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
機
関
所
有
は
一
九
九

O
年
に
は
六
八
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
で
あ

ろ
う
と
推
定
せ
ら
れ
て
い
る
。

R
・
I
-
ブ
リ
ス
ト
ン
と

R
・
ド
ピ
ン
ズ
は
こ
の
現
象
を
ド
ラ
ッ
カ
ー
と
同
じ
よ
う
に
社
会
主
義
の
進
展

ハ
2
)

と
把
ら
え
て
い
る
。

さ
て
、
内
外
の
諸
学
者
の
説
く
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
首
肯
す
ろ
と
こ
ろ
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
理
論
に
与
み
し
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
。
そ
の
一
番
大
き
な
理
由
は
、
個
人
所
有
と
機
闘
所
有
の
区
別
が
十
分
に
問
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
支
配
的
な
所
有
者
が
個
人
か
ら
銀
行
や
会
社
や
保
険
や
年
金
に
か
わ
っ
た
事
実
に
も
と
づ
い
て
、
会
社
支
配
u

会
社
資
本
主
義
、
銀

行
支
配
、
法
人
所
有
n

法
人
資
本
主
義
あ
る
い
は
、
年
金
基
金
社
会
主
義
と
論
じ
、
さ
ら
に
は
所
有
の
無
力
化
・
経
営
者
支
配
u

資
本
主

義
の
崩
壊
と
論
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
各
論
者
そ
れ
ぞ
れ
に
事
実
の
一
面
を
強
調
し
、
包
括
的
な
把
握
・
理
解
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

個
人
所
有
と
機
関
所
有
の
区
別
を
探
く
意
に
と
め
、
そ
の
包
括
的
な
把
握
に
努
力
を
示
し
て
お
ら
れ
る
の
は
奥
村
宏
氏
で
あ
る
と
思

ぅ
。
そ
れ
は
、
機
関
所
有
を
法
人
所
有
と
把
握
し
、
概
念
化
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
見
解
は
か

な
り
一
般
に
も
流
布
さ
れ
、
法
人
所
有
・
法
人
資
本
主
義
と
い
う
語
は
新
聞
紙
上
で
も
し
ば
し
ば
見
か
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ

機
関
所
有
と
支
配
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(1966年~1975年〉

197 昨 ( ω 71 年 I 1 畔 1 19即97畔 1 1羽附9釘例7叫4年 1 1975 年 i 備 考

12.1 12.9 13.9 14.8 15.4 15.5 

6.2 6.4 6.9 7.4 8.4 9.0 

2.4 2.8 3.3 3.6 4.5 5.1 

1.1 1.5 1.7 1.9 1.9 2.5 

6.5 6.7 6.8 6.5 6.6 6.1 横パイ

2.7 3. 1 3.1 3.4 4. 1 4.2 

31. 0 33.4 35.7 37.6 40.9 42.5 
アメリカよ
り急成長

69.0 66.6 64.3 62.4 59.1 57.5 

100 100 100 100 100 100 

有所式株Uコ社

四

が
、
機
関
は
機
関
と
し
て
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
法
人

と
い
う
法
的
概
念
に
把
握
さ
れ
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
機
関
の

一
面
を
示
す
こ
と
は
出
来
て
も
機
関
の
何
た
る
か
を
積
極
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
し
た
が
っ
て
機
関
所
有
が
包
蔵
す

る
意
味
も
十
分
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

わ
た
え
し
は
、
機
関
と
は
何
で
あ
る
か
、
機
関
所
有
と
は
何
で

あ
る
か
、
機
関
所
有
の
も
と
に
お
け
る
支
配
は
い
か
な
る
内
容
の

も
の
で
あ
る
か
を
こ
れ
か
ら
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

(

1

)

日
本
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
個
人
所
有
の
分
散
・
機
関
所

有
の
状
集
中
況
に
関
す
る
精
し
い
論
述
は
、
拙
稿
「
現
代
企
莱
支
配

論
序
説
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
号
)
を
参
照
さ
れ

た
い
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
直
接
続
く
も
の
で
あ
る
。

(

2

)

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
個
人
所
有
の
分
散
、
機
関
所
有
の
集
中
に

関
す
る
資
料
を
、
出
向
-
M
-

∞
己
的
窓
口
h
r
H
N

・ロ
o
σ
σ
E
P
斗
『
刊
の
円
。
丘
町

田
口
白
ー
同
日
町
田
口
付
口
同
同
出
回
片
山
富
神
宮
ロ
即
日
目
白
4
8
S吋
P
H
S
∞
よ
り
、
次
の

二
表
を
引
用
掲
載
す
る
。
な
お
、
現
代
企
業
研
究
会
の
昭
和
五
六
年

度
例
会
に
お
け
る
麻
生
伊
知
子
(
同
志
社
大
学
大
学
院
〉
「
機
関
所

有
と
支
配
|
|
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
」
報
告
に
多
く
を
教
え
ら
れ
た
@

西
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
、
山
口
博
教
「
西
ド
イ
ツ
巨
大
企
業
に
お
け

る
機
関
法
人
株
主
と
被
傭
経
営
者
」
(
『
北
大
経
済
学
研
究
』
第
二
八

巻
第
一
二
号
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。



ぷ』
zs; 場上スギイ

1969年

保 険 ~ 社 10.0 10.1 11.0 11.6 

私的年金基金 5.6 5.7 5.9 6.0 

1.6 1.8 1.9 2.1 

地方公共団体年金基金 0.8 0.9 1.0 1.1 

投 資 信 託 会 社 6.2 6.5 6.5 6.6 

ユニット・トラスト 1.8 2.0 2.4 2.7 

機関投資家小計 26.0 27.0 28. 7 30.1 

そ dコ 他 σ〉 株 主 74.0 73.0 71.3 69.9 

1968年1967年1966年
機
関
所
有
と
支
配

100 100 100 100 計合

(%) イギリスの株式所有の将来

1974年 1990年

私的年金基金

公的年金基金

地方公共団体年金基金

1977年

9.0 

5.1 

2.6 

16.7 

8.3 

4.2 

2.1 

14.6 

19.8 

36.5 

17.5 

32.1 

社

計

会

金基金

険

年

保

保険小計年金・

A
情
。
，
“
一
司
i

-

-

一

・

0
O
R
U

一
ハ
リ
一F
h
u

8.1 

4.4 

44.6 

託

トス

信

トラ

資

、y一

投

ニL

68.0 

14.0 

18.0 

100 

34.2 

15.7 

100 

38.9 

16.5 

100 

機関投資家合計

個人・遺言執行人・トラスティー

そ の他

五

計合



機
関
所
有
と
支
配

ムノ、

機
関
と
は
何
か

現
代
大
企
業
は
、
圧
倒
的
な
比
率
を
も
っ
て
機
調
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
、
支
配
的
所
有
者
も
ま
た
機
関
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

だ
が
、
機
関
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
か
、
共
通
の
理
解
は
或
立
し
て
い
な
い
し
、
い
ま
だ
明
確
に
つ
か
ま
れ
て
は
日

い
な
い
。
こ
こ
ま
で
機
関
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
何
の
説
明
も
ほ
ど
こ
さ
な
い
ま
ま
に
使
っ
て
き
た
。
た
だ
、
支
配
的
所
有
者
た

る
機
関
が
百
本
に
お
い
て
は
銀
行
・
保
険
・
会
社
等
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
年
金
基
金
・
保
険
・
銀
行
・
投
資
信
託
会
社
等
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
年
金
塾
金
・
保
険
・
投
資
信
託
会
社
等
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
機
関
と
は
何
か
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
若
干
与
え
ら
れ
た
に
と
ど
ま
る
。

で
は
、
機
関
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
い
か
な
る
も
の
を
指
し
て
機
関
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
機
関
の
意
味
を
、
ま
ず
新
村

出
編
『
広
辞
苑
』
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

(1) 

活
動
の
装
置
を
そ
な
え
た
も
の
。
し
か
け
の
あ
る
器
械
。
か
ら
く
り
。

(2) 

(
g
m
g叩
)

火
力
・
電
力
・
水
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
他
へ
送
る
機
械
装
置
。
即
ち
蒸
気
機

関
・
内
燃
機
関
・
水
力
機
関
な
ど
の
総
称
。

(3) 

(
O吋
m
m
w
H
H〉

個
人
ま
た
は
団
体
が
そ
の
日
的
を
達
す
る
手
段
と
し
て
設
け
た
組
織
。
執
行
機
関
、
金
融
機
関
、
天
皇
機
関
説
。

以
上
の

ω・
川
・
川
の
三
つ
の
異
な
っ
た
意
味
の
う
ち
、
同
の
意
味
が
い
ま
わ
れ
わ
れ
が
求
め
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
意
味
で
い
ち
お
う
差
支
え
な
く
理
解
で
き
、
さ
き
の
個
々
の
具
体
的
な
機
関
と
呼
ば
れ
る
銀
行
と
か
保
険
と
か
会
社
と
か
年
金
基
金
と

か
と
、

い
ま
の
一
般
的
な
機
関
の
意
味
で
あ
る
「
個
人
ま
た
は
団
体
が
そ
の
目
的
を
達
す
る
手
段
と
し
て
設
け
た
組
織
」
と
の
聞
に
は
何



の
矛
盾
も
な
く
つ
な
が
っ
て
く
る
。

だ
が
、

ひ
っ
か
か
る
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
機
関
の
意
味
は
英
語
の
〈

2
m
p
S
の
意
と
し
て

記
載
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
何
故
、
こ
の
点
が
ひ
っ
か
か
る
か
。
そ
れ
は
、
英
語
で
は
個
人
所
有
・
機
関
所
有
と
い
う
用
語
は

H
D
t
 

。d
H ・
4 
H ・
ロ.
ロ
ω 
トーー品

。
巧
ロ
(l) 
ト司t
m 
t" ..... 
'0 

トー-

D 
w ..... ..... 
f吋』

c 
e・.
H ・
0 
白
山
ト~。
当
ロ
(l) 
円
w 
t" 
H ・
'0 

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
、

株
式
用
語
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
機
関
投
資
家
と
い

う
語
は
宮
田
辛
口
門
戸
。
口
町
込
山
口

J12円
。
門
の
訳
語
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

」
こ
で
機
関
と
い
う
日
本
語
は

R
宮
口
で
は
な

く
、
吉
弘
円
台
託
。
ロ
と
い
う
英
語
に
対
応
す
る
語
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

で
は
、

吉
田
門
広
三
日
。
ロ
と
は
、

い
か
な
る
意
味
内
容
を
も
っ

語
で
あ
ろ
う
か
。

八
日
ロ
印
辛
口
氏
。
ロ
〉
の
意
を
『
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
語
大
辞
典
』
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

1 

(
特
に
社
会
・
教
育
・
慈
善
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
)
会
・
協
会
・
学
会
・
団
体
・
院
・
所

2 

ー
の
建
物
・
会
館

3 

(
小
売
商
庄
・
保
険
会
社
な
ど
の
)
商
社
・
会
社

4 

〔
社
会
〕
制
度
。
結
婚
制
度
な
ど
、

一
つ
の
文
化
が
形
成
さ
れ
る
も
の
の
基
礎

5 

(
確
立
さ
れ
た
)
規
則
・
法
。
仕
方
・
慣
習

6 

お
な
じ
み
の
も
の
、
も
の
、
ひ
と
。
名
物

7 

設
立
・
創
設

8 

〔
教
会
〕
聖
体
の
秘
跡
の
設
立
、
聖
職
叙
任
。
式

1 
〈
吉
田
門
広
三
日
0
ロ
包
〉
も
引
い
て
み
よ
う
。

制
度
上
の
、
制
度
化
し
た
、
制
度
の
。
(
傍
点
は
筆
者
が
付
け
た
)

機
関
所
有
と
支
配

七



機
関
所
有
と
支
配

/¥ 

2 

協
会
の
、
公
共
団
体
の
。

3 

学
会
・
協
会
・
公
共
団
体
的
な
。

4 

規
固
化
さ
れ
た
、
画
一
的
な
。

5 

の
れ
ん
・
信
用
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

6 

(
特
に
法
学
で
)
原
理
の
、
原
論
に
関
す
る
。

7 

社
会
事
業
を
特
色
と
す
る
。

つ
い
で
に
、
『
ウ
エ
ブ
ス
タ

l
』
を
引
い
て
み
る
。

-D2-ZHO
の
基
本
的
な
意
と
し
て

ωロ
ミ
関
山
口
町
父
宮
口
同

R

F叩
胃
o
S
o
t
o口
氏

m
w
n
m
g
m
あ
る
動
機
・
目
的
・
主
張
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
。

辞
書
に
よ
る
詮
索
は
、
こ
れ
ぐ
ら
い
で
や
め
よ
う
。
保
険
・
年
金
基
金
・
銀
行
・
会
社
・
等
々
の
意
味
は
、
ど
う
や
ら
ウ
エ
プ
ス
タ

i

の
そ
れ
が
一
番
ぴ
っ
た
り
来
る
感
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
か
h

り
す
れ
ば
、
現
在
吉
田
H
E
E。
ロ
は
社
会
科
学
用
語
と
す

れ
ば
、
制
度
と
い
う
訳
語
が
一
般
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
目
白
色
広
三
日
os--∞B
制
度
学
派
と
呼
ば
れ
て
い
る
周
知
の
社
会
科
学
研
究
の
学

派
が
あ
り
、
こ
の
学
派
に
よ
っ
て
掘
り
下
げ
て
把
握
せ
ら
れ
て
い
る
制
度
概
念
を
利
用
し
た
い
と
思
う
。

制
度
学
派
は
こ
の
人
を
も
っ
て
初
ま
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
T
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
は
、
制
度
〈
-
s
t
H
E
Z
D〉
と
は
人
間
の
本
来
的
な
持

続
的
諸
性
向
す
な
わ
ち
人
間
の
本
能

〈

-
p
m己
HH2〉

が
基
礎
的
な
力
と
な
り
、
そ
れ
に
外
部
的
環
境
の
制
約
が
加
わ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た

も
の
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
な
因
果
系
列
を
形
づ
く
っ
て
無
限
の
発
展
を
と
げ
る
」
と
把
ら
え
て
お
る
。

T
-
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
と
誼
び
称
せ

ら
れ
る
J
-
R
・
コ
モ
ン
ズ
は
、
「
制
度
は
個
人
行
動
の
統
御
・
解
散
・
拡
大
に
つ
い
て
の
集
団
行
動
〈
g
-
Z
2
z
o
m
E
E
P〉
で
あ
り
、

人
間
は
こ
の
集
団
の
過
程
の
中
に
生
れ
来
て
、
集
団
行
動
の
法
則
に
従
っ
て
個
別
化
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
集
団
行
動
"
制
度
は
社
会
生
活



の
普
遍
的
、
支
配
的
事
実
で
あ
る
」
と
把
ら
え
て
い
る
。

制
度
は
何
よ
り
も
ま
ず
集
団
行
動
で
あ
り
、
特
徴
的
に
は
多
数
の
人
聞
の
協
働
行
為
の
体
系
で
あ
り
、
持
続
的
な
協
働
体
す
な
わ
ち
組

織
体
で
あ
る
。
制
度
は
、
単
な
る
集
団
行
動
で
は
な
い
。
制
度
は
、
集
問
行
動
・
協
働
体
で
あ
っ
て
も
、
個
人
行
動
の
特
徴
で
あ
る
一
回

生
起
的
・
偶
発
的
性
格
を
も
っ
た
集
団
行
動
は
制
度
と
は
呼
ば
な
い
。

た
と
え
ば
、

デ
モ
行
為
と
か
、
集
団
暴
力
な
ど
は
制
度
で
は
な

ぃ
。
制
度
は
長
期
持
続
的
な
集
団
活
動
で
あ
り
、
協
働
体
系
で
あ
り
、
組
織
体
で
あ
る
。
集
団
行
為
が
一
時
的
・
偶
発
的
な
も
の
で
は
な

く
、
長
期
持
続
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
行
為
の
目
的
が
社
会
的
に
容
認
せ
ら
れ
た
も
の
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
も
の
で

な
け
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
流
に
言
え
ば
、

「
人
間
の
本
来
的
な
持
続
的
諮
性
向
す
な
わ
ち
人
間
の
本
能
が
基
礎
的
な
力
と
な

っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

コ
モ
ン
ズ
流
に
い
え
ば
、

「
個
人
行
動
の
統
御
・
解
散
・
拡
大
に
つ
い
て
の
集
団
行

動
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

集
団
行
動
"
協
働
体
系
は
、
そ
れ
が
長
期
持
続
的
な
も
の
と
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
そ
こ
に
は
明
文
化
せ
ら
れ
、
公
式
化
せ
ら
れ
た
フ
ォ

i
マ
ル
組
織
が
成
立
す
る
。
か
く
し
て
、
協
働
体
系
は
い
わ
ば
形
式
で
あ
る
組
織
と
物
的
・
生
物
的
・
社
会
的
な
諸
.
要
因
と
の
ム
ロ
体
物
"

組
織
体
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
集
団
行
動
u

協
働
体
系
に
と
っ
て
組
織
が
中
核
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
物
的
・
生
物
的
・
社

会
的
諸
要
因
は
環
境
と
把
握
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
。
環
境
は
緩
慢
に
あ
る
い
は
急
激
に
変
化
す
る
。
環
境
変
化
に
応
じ
て
組
織
は
改
変

せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
組
織
体
u

協
働
体
系
は
維
持
存
続
が
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
は
、

「
外
部
的
環
境

の
制
約
が
加
わ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

(
1
)
 

う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
積
極
的
な
閏
果
系
列
を
形
づ
く
り
な
が
ら
無
限
の
発
展
を
と
げ
る
」
、

と

集
団
活
動
・
協
働
体
系
・
組
織
体
は
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、
組
織
維
持
を
は
か
り
な
が
ら
、
社
会
か
ら
容
認
せ
ら
れ
た
組
織
目
的

機
関
所
有
と
支
配

九



機
関
所
有
と
支
配

。

を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
、
組
織
体
は
多
数
の
諸
個
人
に
よ
っ
て
行
為
せ
ら
れ
、
個
人
こ
そ
意
思
決
定
の
主
体
で
あ
る
。

か
ら
、
組
織
体
は
諸
個
人
の
意
思
を
組
織
の
統
一
的
意
思
の
一
環
た
ら
し
め
、
諸
個
人
の
個
人
的
諸
動
機
を
満
足
せ
し
め
つ
つ
、
組
織
内

に
&
ど
ま
り
、
組
織
目
的
に
貢
献
す
る
意
思
と
行
為
を
ひ
き
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
組
織
体
に
と
っ
て
不
可
欠
の
組
織
維
持
の
機
能
た

る
目
的
設
定
・
目
的
達
成
と
諸
個
人
の
貢
献
を
ひ
き
出
す
意
思
決
定
の
機
能
の
こ
と
を
管
理
機
能
と
い
う
。
管
理
機
能
の
職
位
・
地
位
そ

し
て
管
理
行
為
は
英
語
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
そ
の
言
葉
自
体
が
日
本
語
化
・
ド
イ
ツ
語
化
・
ロ
シ
ア
語

化
し
つ
つ
あ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
ト
ッ
プ
・
ミ
ド
ル
・
ロ

l
ワ
!
の
三
階
層
に
分
け
ら
れ
る
が
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
日
本

語
で
は
最
高
経
営
者
な
い
し
経
営
者
と
呼
ん
で
い
ろ
。

組
織
体
が
巨
大
化
し
、
と
り
わ
け
産
業
組
織
体
が
巨
大
化
し
、
組
織
維
持
の
た
め
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
常
規
化
し
て
き
た
と
き
、
環

境
の
変
化
は
急
速
度
か
っ
深
刻
化
し
て
乗
る
た
め
、
管
理
機
能
と
り
わ
け
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
"
最
高
経
首
層
の
仕
事
で
あ
る
意
思

決
定
機
能
は
極
め
て
困
難
か
っ
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
機
能
は
当
然
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
、
誰
で
も
が
担
う
と
い
う

こ
と
は
出
来
な
く
な
る
Q

外
部
の
人
間
が
何
等
か
の
発
一
マ
一
口
力
を
も
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
影
響
力
と
い
わ
れ
る
範
聞
を
こ
え
ろ
こ
と
は

出
来
な
い
。
経
営
者
の
意
思
を
決
定
的
に
左
右
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
仮
に
、
そ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
ら
、
組
織
体
維
持
は
不
可
能

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
小
規
模
な
企
業
、

つ
ぶ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
よ
う
な
企
業
な
ら
そ
れ
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
制
度
化
し
た
組

織
体
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
は
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
外
部
の
経
営
能
力
を
も
た
な
い
人
聞
は
、
支
配
的
な
発
言
力
を
も
ち
え

な
い
の
で
あ
る
。
経
営
者
支
配
と
師
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

い
ま
、
小
規
模
企
業
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
制
度
化
し
た
大
企
業
M

組
織
体
を
崩
壊
せ
し
め
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
、
と
い

っ
た
。
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
制
度
u

組
織
体
に
つ
い
て
き
ら
に
考
え
て
み
よ
う
。
企
業
を
と
っ
て
み
よ
う
。
企
業
"
組
織
体
は
旬
よ



り
も
ま
ず
、
財
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う
目
的
を
も
っ
た
経
済
的
機
能
体
で
あ
る
。
小
規
模
の
企
業
で
あ
れ
ば
、
あ
る
も
の
は
つ

ぷ
れ
、
あ
る
も
の
は
拡
大
す
る
と
い
う
よ
う
な
経
過
を
と
っ
て
社
会
的
需
要
を
充
足
す
る
。
個
別
的
企
業
は
企
業
主
の
利
潤
動
機
の
赴
く

ま
ま
に
、
経
営
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
、
あ
る
い
は
縮
少
・
消
滅
せ
し
め
ら
れ
る
。

い
ま
だ
、
制
度
化
せ
ら
れ
き
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ

が
、
大
規
模
化
と
と
も
に
、
経
済
的
な
制
度
と
な
り
、
も
は
や
消
滅
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
も
の
と
な
る
。
社
会
的
需
要
の
大
き
な
割
合
を
占

め
る
存
在
の
消
失
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
利
潤
は
小
規
模
の
段
階
で
は
個
人
的
な
目
的
た
り
え
た
が
、
大
規
模
化
と
と
も
に
、
利

潤
は
企
業
維
持
の
た
め
に
絶
対
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
行
政
・
軍
事
・
教
育
・
医
療
等
々
の
社
会
的
に
必
要
な
諸
活
動

を
支
え
る
原
資
と
し
て
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
企
業
は
か
か
る
二
重
の
意
味
に
お
け
る
経
済
的
な
制
度
と
な
る
。

だ
が
、
企
業
が
大
規
模
化
・
巨
大
化
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
は
単
な
る
経
済
的
機
能
を
担
う
制
度
、
経
済
的
制
度
以
上
の
も
の
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
統
治
的
制
度
・
社
会
的
制
度
と
な
る
。
企
業
に
お
け
る
社
長
・
部
長
・
課
長
・
係
長
・
職
長
・
組
長
・
一
般

と
い
う
指
揮
・
命
令
系
統
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
組
織
体
は
、
ま
さ
に
そ
れ
自
体
明
確
な
統
治
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
社
会
に
お
い

て
は
、
政
府
・
府
県
庁
・
市
町
村
役
場
に
よ
っ
て
統
治
せ
ら
れ
て
い
る
単
位
体
以
上
の
統
治
体
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
は
統
治
的
機

能
を
強
固
に
も
っ
た
統
治
的
な
制
度
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
大
規
模
な
企
業
体
・
組
織
体
の
出
現
・
発
展
は
、
従
来
の
血
縁

社
会
・
地
縁
社
会
を
崩
壊
せ
し
め
、
企
業
体
を
し
て
そ
れ
ら
に
か
わ
る
社
会
的
機
能
を
呆
た
き
し
め
、
企
業
は
共
同
体
化
し
社
会
的
制
度

(
2
U
 

と
な
る
。
企
業
の
社
会
的
な
責
任
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
企
業
の
制
度
化
の

(
3
)
 

進
化
に
相
応
ず
る
ま
ぎ
れ
も
な
い
証
左
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
企
業
"
組
織
体
は
単
な
る
経
済
的
機
能
を
担
う
経
済
的
制
度
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
統
治
的
制
度
・
社
会
的
制
度

と
な
る
。
現
代
社
会
に
お
け
る
制
度
目
大
規
模
組
識
体
は
、
行
政
体
で
あ
れ
・
学
校
で
あ
れ
・
病
院
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
組
織
体
独

機
関
所
有
と
支
配



機
関
所
有
と
支
配

自
の
目
的
を
遂
行
し
達
成
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
ろ
ば
か
り
で
な
く
、
ど
の
組
織
体
も
同
時
に
統
治
的
制
度
・
社
会
的
制
度
と
も
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、

p
・
p
-
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、

彼
の
大
著
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

(ζMgω
伺
巾

5
8昨
日
叫
，

E
W♂
M
N
m

回目
uo
ロ白山
H
U

ロ
Xu--
同
V
門
出
円
江
口
叩

m-

巴
ロ
)
の
第
一
章
を
、
次
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い
る
。

「
最
近
の
こ
の
五
十
年
間
に
、
す
べ
て
の
発
展
し
た
国
の
社
会
は
、
制
度
の
社

会

(
ω
g
n
-
a
u可
。
同
区
田
門
円
台
注
目
o
p
回
)
と
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
主
要
な
社
会
的
課
題
は
、
経
済
的
成
呆
達
成
で
あ
れ
保
健
で
あ
れ
、
教
育

で
あ
れ
環
境
保
護
で
あ
れ
、
新
知
識
の
追
求
で
あ
れ
国
防
で
あ
れ
、
今
日
い
ず
れ
も
巨
大
な
組
織
体
守
山
問
。
吋
宮

E
S
Z
Sろ
に
托
さ
れ

で
き
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
巨
大
な
組
織
体
は
永
続
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
そ
れ
ら
自
身
の
経
営
者
自
即
日
官
自
叩
己
に
よ
っ
て
管
理

せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
制
度
の
業
績
に
こ
そ
、
諸
個
人
一
人
一
人
の
生
存
と
ま
で
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
現
代
社
会
の
存
続
は
ま
す

ま
す
大
き
く
依
存
し
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
」

さ
て
、

い
ま
引
用
し
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
な
か
の
、
制
度
の
社
会
官

g
n
F
m
w
q
o同
吉
田
門
広
三
守
口
問
)
と
い
う
証
一
聞
は
、
野
田
一
夫
・
村
上

恒
男
監
訳
・
風
間
禎
三
郎
・
久
野
桂
・
佐
々
木
実
智
男
・
上
田
惇
生
訳
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
)
に
よ
れ
ば
、
「
組
織
体
の

社
会
」
と
い
う
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

宮
田
門
広
三
宮
口
な
る
語
に
、
制
度
と
い
う
語
を
あ
て
ず
に
、

組
織
体
と
い
う
語
を
あ
て
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
原
文
に
は
特
別
に
強
調
す
る
マ

l
グ
も
つ
い
て
も
い
な
い
し
、
特
別
の
活
字
で
組
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

の
に
「
組
織
体
の
社
会
」
と
括
弧
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

山口問

ECH目
。
ロ
を
制
度
と
訳
さ
ず
、
組
織
体
と
訳
し
、

し
か
も
「
組
織
体
の
社

会
」
と
わ
ざ
わ
ざ
括
弧
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
用
意
な
訳
で
は
な
く
、
苦
心
の
訳
業
で
あ
る
。
原
文
に
は
強
調
の
し
る
し
は
な
く

と
も
、
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、

い
く
ら
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
と
と
は
な
い
。

そ
し
て
、

区
己
主
注
目
。
ロ
の
訳
語
と
し
て
制
度
よ
り
、
組
織



体
が
よ
り
適
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
同
じ
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
中
に
玄
関
号
官
巳
N

即
位
。
口
出
と
い
う
語
が
あ
り
、
そ
れ

に
も
大
規
模
な
組
織
体
と
い
う
訳
語
を
あ
て
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

に
よ
れ
ば
、

制
度
と
い
う
語
は
、
日
本
語
と
し
て
は
一
般
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
新
村
出
編
『
広
辞
苑
・
第
一
一
版
補
訂
版
』

(

2

)

社
会
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
し
く
み
や
さ
ま
り
。
世
襲

「
せ
い
ど
・
〈
制
度
〉
制
定
さ
れ
た
法
規
・
国
の
お
き
て
。

制
度
」
と
で
て
い
る
。
西
尾
実
・
岩
淵
悦
太
郎
・
水
谷
数
夫
編
『
岩
波
国
語
辞
典
・
第
二
版
』
に
よ
れ
ば
、
「
せ
い
と
・
〈
制
度
〉
団
体
な

ど
を
運
営
し
て
行
く
た
め
に
定
め
ら
れ
た
仕
組
み
ゃ
き
ま
り
。
議
会
制
度
。
持
続
的
で
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
さ
ま
り
。
財
産
の
世

襲
制
度
」
と
で
て
い
る
。
こ
れ
が
、
制
度
と
い
う
語
が
日
本
に
お
い
て
臼
常
っ
か
わ
れ
て
い
る
意
味
内
容
と
す
れ
ば
、
英
語
の

肝ロ
m
H
H
H

ロ・

t
g
と
合
致
す
る
部
面
も
あ
る
が
、
集
団
活
動
・
協
働
体
系
・
組
織
体
と
い
っ
た
意
味
の
古
住
吉
江
。
ロ
の
概
念
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
、
か
な
ら
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、

E
a
x
c
t
o
p
の
訳
語
と
し
て
、
組
織
体
と
い
う
語
を
つ
か
う
の
は
適
当
で
あ
る
か
。
す
く
な
く
と
も
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
『
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』
の
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
妥
当
な
訳
語
で
あ
る
と
わ
た
く
し
は
思
う
。
何
故
な
ら
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、
現
代
社

会
を
財
産
中
心
の
商
業
社
会
か
ら
組
織
中
心
の
産
業
社
会
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
断
絶
の
時
代
で
あ
り
、
先
進
国
ほ
ど
組
織
体
中
心
の
論
理

で
社
会
が
動
い
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
こ
の
現
代
社
会
の
歴
史
動
向
把
握
に
わ
た
く
し
も
殆
ど
賛
成
す

る
。
と
す
れ
ば
、

山口目立苫片山
O
D

の
訳
語
と
し
て
、
組
識
体
と
い
う
語
を
一
般
的
に
あ
て
て
い
い
か
と
い
う
と
、

や
は
り
な
お
臨
時
膳
す
る

も
の
が
残
る
。

と
も
あ
れ
、

わ
れ
わ
れ
が
ぽ
白
色
合
色
。
ロ
を
問
題
と
し
た
の
は
、

個
人
所
有
宮
内
出
三
円
吉
田
-
o巧
D
O
B
E匂

に
対
す
る

5
2
-
z
t。ロと

機
関
所
有
と
支
配



機
関
所
有
と
支
配

四

。
若
宮
吋
田
町
ぼ
が
一
般
に
機
関
所
有
と
い
う
日
本
語
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
機
関
が
現
在

O

門岡山口

の
意
味
を
も
っ
た

日
本
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、

σ日ぬ

2
m
m
D円
N

出
巳
。
ロ
叫
が
現
代
に
お
け
る
代
表
的
な
吉
田
門
広
三
日
Q
D
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

saEC昨日
05-

。
当
。
円
岳
山
匂
の
訳
語
と
し
て
機
関
所
有
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
成
程
と
う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
る
Q

私
は
宮
田
門
広
口
氏
。
ロ
を

時
と
場
合
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
制
度
、
あ
る
い
は
機
関
、
あ
る
い
は
組
織
体
な
い
し
協
働
体
系
な
ど
と
使
う
こ
と
に
す
る
。

以
上
、
機
関
所
有
と
い
う
場
合
、
機
関
と
い
う
所
有
主
体
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
字
義
の
詮
索
か
ら
出
発

し
、
そ
の
用
語
の
可
否
を
論
じ
て
終
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
問
、
機
関
と
は
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
い
ち
お
う
の
理
解
を
え
た
。
そ
の

要
点
を
ふ
り
返
え
っ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

l 

機
関
は
組
織
体
で
あ
る
。

2 

機
関
は
長
期
持
続
的
な
組
織
体
で
あ
る
。

3 

長
期
持
続
的
な
組
織
体
で
あ
る
た
め
に
は
、
組
織
目
的
は
社
会
の
存
続
に
必
要
有
益
な
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
の
組
織
体
は
社
会
に
よ
っ
て
容
認
せ
ら
れ
た
持
続
的
存
在
と
な
る
。

4 

独
自
の
目
的
を
も
っ
た
機
能
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
組
織
体
な
る
が
故
に
立
法
・
司
法
・
行
政
的
な
機
能
を
果
す
統
治
体

と
な
る
と
同
時
に
、
長
期
持
続
的
な
る
が
故
に
社
会
的
な
機
能
を
果
し
、
共
同
体
化
し
て
く
る
。

ハ
機
関
は
、
社
会
を
人
間
の
身
体
に
た
と
え
れ
ば
、
心
臓
・
胃
・
腸
・
手
・
足
等
々
の
器
官
。
門
岡
田
口
と
い
う
性
格
を
も
っ
。
〉

5 

大
き
な
組
織
体
は
、
そ
れ
自
身
を
統
御
す
る
機
関
を
組
織
体
の
一
部
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
管
理
M

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
そ
れ
で
あ

り
、
ト
ッ
プ
・
ミ
ド
ル
・
ロ

l
ワ
!
の
三
階
層
に
分
か
っ
て
と
ら
え
ら
れ
う
る
。
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
最
高
経
営
層
な
い
し

経
営
者
と
い
う
。



6 

大
き
な
組
織
体
の
支
配
者
は
そ
の
組
織
体
の
経
営
者
で
あ
る
。
経
営
者
が
そ
の
組
織
体
の
支
配
の
機
能
を
発
揮
す
る
の
は
、
経
営

者
と
い
う
組
織
体
の
職
位
に
要
請
せ
ら
れ
て
い
る
職
位
自
身
の
機
能
に
も
と
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
経
営
者
と
い
う
職
位
に
あ
る
人

間
た
る
経
営
者
は
、
経
営
者
機
能
を
遂
行
す
る
に
足
る
だ
け
の
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

7 

経
営
者
機
能
は
、
組
織
体
の
維
持
存
続
に
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
重
要
事
項
の
意
思
決
定
で
あ
る
Q

支
配
と
は
、
あ
る
人
聞
が
白

分
の
意
思
決
定
の
結
果
を
他
の
人
間
に
従
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

8 

組
織
体
の
維
持
存
続
は
、
組
織
体
が
巨
大
化
し
、
環
境
の
変
化
が
激
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
意
思
決
定
は
ま
す
ま
す
困
難
な
も

の
と
な
り
、
経
営
者
の
能
力
は
ま
す
ま
す
高
度
な
も
の
が
要
請
せ
ら
れ
て
来
る
。
経
営
者
は
き
わ
め
て
高
度
な
専
門
的
な
能
力
を
要

し
、
誰
で
も
が
経
営
者
の
地
位
に
つ
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
な
り
、
組
織
外
部
の
人
聞
が
組
織
体
の
重
要
事
項
に
関
す
る
意

思
決
定
を
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
支
配
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
不
可
能
と
な
る
。

9 

経
営
者
が
経
営
者
機
能
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
は
支
配
者
た
る
職
位
に
あ
り
支
配
力
を
行
使
す
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
そ
れ
は
組
織
体
の
内
外
に
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
経
賞
者
に
は
強
い
社
会
的
責
任
が
要
請
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

10 

現
代
社
会
は
、
社
会
的
機
能
が
・
次
々
に
大
規
模
な
組
織
体
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
政
府
・
地
方
自
治
体
・
企

業
・
学
校
・
病
院
・
軍
隊
・
労
働
組
合
等
々
。
現
代
企
業
の
所
有
の
支
配
的
主
体
と
し
て
登
場
し
て
き
て
い
る
銀
行
・
保
険
・
会
社

-
年
金
基
金
等
々
も
ま
た
組
織
体
で
あ
り
、
機
関
で
あ
り
、
制
度
で
あ
る
。

11 

現
代
に
お
け
る
諸
個
人
は
、
こ
の
組
織
体
に
所
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
な
地
位
・
社
会
的
な
機
能
を
果
た
し
、
所
得
を
え

る
。
そ
し
て
、
各
組
織
体
が
提
供
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
、
生
活
す
る
。

機
関
所
有
と
支
配

一五



機
関
所
有
と
支
配

一
六

か
く
し
て
、
現
代
社
会
は
組
織
中
心
社
会
・
組
織
社
会
と
時
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
組
織
を
維
持
し
、
組
織
を
動
か
す
機
能
、

諸
個
人
を
支
配
す
る
機
能
の
こ
と
を
管
理
と
い
う
か
ら
、
現
代
社
会
を
管
理
社
会
と
も
吾
一

(
1〉

HCVロ
河
-
E
B
B自
由
は
、
吋
宮
田
，
E
a
Z
5
0向
。
。
ロ
目
立
山
40
〉
nHU口
L
u
g
-
H
Y
N
H
(春
日
井
薫
『
集
団
行
動
の
経
済
学
』
文
雅
堂
、
二
五

頁
)
で
制
度
を
集
団
行
動
で
あ
る
と
は
っ
き
り
う
た
っ
て
い
る
が
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
制
度
概
念
は
集
団
行
動
を
ふ
く
む
が
、
そ
れ
よ
り
広
い
。
ヴ
ェ

プ
レ
ン
の
規
定
と
し
て
掲
げ
た
も
の
は
、
、
吋
HHDHmH白
山
口
〈
O
E
g
w
吋
VO
叶，
r
gミ
-D同
門
冊
目
的
戸
円
。
ロ
ヨ
回
一
〉
回
開
門
C
D
O
S
W
ω
Z身，

E
H
F
O
同
40‘

-
口
氏
。
ロ
え
『
ロ
叩
け
い
宮
昨
日
g
p
g
g・
(
陸
井
三
郎
『
有
閑
階
級
論
』
河
出
書
一
一
房
、
小
原
敬
土
『
有
閑
階
級
の
理
論
h

岩
波
書
唐
)
よ
り
み
ち
び
き
だ

し
た
も
の
。

な
お
、
拙
著
司
ア
メ
リ
カ
経
営
思
想
批
判
』
〈
未
来
社
)
は
ア
メ
リ
カ
制
度
派
理
論
研
究
の
書
で
あ
り
、
と
く
に
序
説
に
お
い
て
、
制
度
に
つ
い

て
若
干
論
じ
て
い
る
。

(
2
)
H
U・司
-
U
E
n
w
R・
2
目当

ω
o
n
E
u
-
-
g
g・
参
照
、
株
式
会
社
が
経
済
的
制
度
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
と
向
時
に
統
治
的
制
度
で
あ
る
、
と
ま
ず

最
初
に
把
握
し
た
の
は
パ

i
リ
で
あ
る
Q

だ
か
、
り
、
政
治
学
者
バ

l
リ
は
、
ミ

i
ン
ズ
と
の
共
著
『
近
代
株
式
会
社
と
私
有
財
産
』
に
始
ま
り
、

『
権
力
論
』
に
終
る
一
連
の
研
究
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
思
考
は
、
す
で
に
共
著
の
「
序
文
」
お
よ
び
「
第
一
篇
財
産
の
変
革
」
に
は
っ
き

り
と
現
わ
れ
て
い
る
。

ハ
3
)

西
野
嘉
一
郎
『
明
日
の
経
営
者
ー
ー
そ
の
機
能
と
責
任
|
|
』
(
東
洋
経
済
新
報
社
)

機
関
所
有
と
支
配

そ
σ〉

1 

所
有
と
支
配

所
有
は
、
所
有
の
主
体
が
所
有
の
客
体
を
わ
が
も
の
と
し
マ
、
こ
れ
を
自
己
の
意
思
に
よ
っ
て
使
用
し
、
収
益
を
あ
げ
、
処
分
す
る
な

ど
の
客
体
に
関
す
る
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
だ
か
ら
、
所
有
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
支
配
で
あ
る
、
と
言
え
ば
=
一
一
守
え
る
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
の
所
有
即
支
配
の
論
理
を
狭
く
解
し
て
、
す
な
わ
ち
所
有
対
象
を
財
産
に
の
み
限
定
し
て
財
産
所
有
の
み
支
配
の
唯
一
の
源
泉
と



み
る
と
き
、
会
社
支
配
の
唯
一
の
基
礎
は
会
社
財
産
の
所
有
に
限
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
会
社
の
支
配
者
は
会
社
財
産
の
所
有
者
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
会
社
の
支
配
的
な
所
有
者
が
機
関
の
一
種
で
あ
る
会
社
で
あ
る
と
き
、
あ
る
論
者
は
会
社
支
配
と

規
定
し
、
ま
た
或
る
論
者
は
機
闘
を
法
人
と
と
ら
え
直
し
て
法
人
支
配
と
規
定
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
会
社
の
財
産
所
有
と
支
配
の
問
題
を
、
個
人
所
有
と
機
関
所
有
と
に
分
け
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

会
社
の
所
有
者
が
一
人
の
個
人
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
そ
の
会
社
の
支
配
者
は
そ
の
会
社
の
所
有
者
個
人
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の

会
社
の
従
業
員
を
指
揮
命
令
し
、
収
益
を
あ
げ
て
そ
れ
を
わ
が
も
の
と
し
、
さ
ら
に
は
会
社
を
他
人
に
売
却
し
、
解
散
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
彼
が
経
営
能
力
を
も
っ
て
い
な
い
か
あ
る
い
は
不
足
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
彼
は
他
人
に
経
営
を
ま
か
す
こ
と
に
な
る
。
経
営
は
支

配
の
一
部
な
の
で
、
所
有
者
は
経
営
者
に
支
配
権
の
一
部
を
委
譲
し
た
こ
と
に
な
る
。
所
有
者
は
経
営
者
を
自
己
の
意
思
に
も
と
づ
い
て

任
免
す
る
。
所
有
者
は
ま
さ
に
支
配
者
で
あ
る
。

い
ま
あ
げ
た
最
も
単
純
な
所
有
は
個
人
企
業
と
い
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
が
、
合
名
会
社
形
態
に
お
い
て
は
所
有
主
体
が
個
人
単
数
か
ら

個
人
複
数
に
か
わ
っ
た
だ
け
で
、
所
有
と
経
営
と
支
配
と
の
関
係
に
は
何
の
変
化
も
な
い
。

だ
が
合
資
会
社
と
な
る
と
、
所
有
と
経
営
と
支
配
と
の
関
係
に
は
変
化
が
生
ず
る
。
所
有
者
が
経
営
に
当
り
法
的
に
は
無
限
責
任
を
負

う
者
と
、
所
有
は
す
る
が
経
営
に
は
参
加
せ
ず
、
出
資
を
限
度
と
し
た
有
限
責
任
し
か
負
わ
な
い
者
と
に
わ
か
れ
る
。
こ
の
二
範
噂
の
所

有
者
は
所
有
に
も
と
づ
い
て
収
益
を
獲
得
す
る
こ
と
は
か
わ
り
は
な
い
が
、
支
配
の
内
容
は
、
違
っ
て
く
る
。

2 

株
式
会
社
と
支
配

株
式
会
社
に
な
る
と
、
所
有
と
経
営
と
支
配
と
の
関
係
は
更
に
変
化
し
て
く
る
。
株
式
会
社
の
所
有
者
は
株
主
で
あ
る
。
株
主
が
株
式

機
関
所
有
と
支
配

七



機
関
所
有
と
支
配

/¥ 

会
社
財
産
の
所
有
者
で
あ
る
。
株
主
が
所
有
者
u
支
配
者
と
し
て
会
社
の
最
高
意
思
の
決
定
者
と
し
て
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
n

支

配
権
を
行
使
す
る
。
株
主
総
会
に
お
い
て
経
営
者
た
る
取
締
役
を
任
免
し
、
会
社
の
重
要
事
項
に
関
す
る
意
思
決
定
を
お
こ
な
う
。
取
締

役
会
は
、
株
主
n

株
主
総
会
か
ら
経
営
を
受
託
し
執
行
す
る
。
株
式
会
社
は
ま
さ
に
所
有
者
た
る
株
主
を
支
配
者
と
し
て
つ
く
り
上
げ
ら

れ
た
仕
組
み
で
あ
り
、
制
度
で
あ
る
。

だ
が
、
株
式
会
社
は
株
式
の
所
有
者
た
る
株
主
が
、
会
社
財
産
の
所
有
者
と
し
て
支
配
機
能
を
果
た
す
仕
組
み
に
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た

制
度
で
は
あ
る
が
、
会
社
財
産
所
有
即
株
式
所
有
で
は
な
い
か
ら
、
支
配
に
関
し
て
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
た
る
。

株
式
会
社
の
所
有
者
は
株
主
で
あ
る
。
だ
が
、
株
式
会
社
に
お
け
る
出
資
者
た
る
株
主
と
会
社
財
産
と
の
所
有
関
係
は
、
合
名
会
社
・

合
資
会
社
に
お
け
る
出
資
者
と
会
社
財
産
と
の
関
係
に
比
し
て
、
同
じ
出
資
者
"
所
有
者
と
い
っ
て
も
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
。
ム
口
名
会

社
・
合
資
会
社
の
所
有
者
は
、
会
社
財
産
を
直
接
的
に
所
有
し
て
い
る
。
所
有
者
各
人
は
限
定
せ
ら
れ
た
特
定
の
個
人
で
あ
り
、
彼
等
は

各
人
自
律
的
に
持
分
を
増
加
し
、
減
少
さ
せ
、
さ
ら
に
は
所
有
者
た
る
こ
と
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
株

式
会
社
の
所
有
者
た
る
株
主
は
、
合
資
会
社
に
お
け
る
持
分
の
転
化
物
た
る
株
式
の
所
有
者
で
あ
る
と
は
い
え
、
株
主
の
所
有
し
て
い
る

も
の
は
会
社
財
産
の
持
分
を
表
示
す
る
権
利
証
書
で
あ
る
株
券
を
所
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
株
式
所
有
は
会
社
財
産
の
直
接
的
所
有

で
は
な
く
間
接
的
所
有
で
あ
り
、
議
決
権
・
配
当
請
求
権
・
残
余
財
産
分
配
権
・
書
類
閲
覧
権
等
の
所
有
に
も
と
づ
い
た
諸
権
利
を
も
っ

株
券
と
い
う
権
利
証
書
の
所
有
で
あ
る
。
し
か
も
、
合
資
会
社
に
お
け
る
持
分
と
違
っ
て
閉
鎖
的
で
は
な
く
開
放
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

合
資
会
社
で
は
限
定
さ
れ
た
特
定
の
個
人
が
出
資
者
間
・
出
資
と
会
社
財
産
聞
に
拘
束
的
な
関
係
が
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
株
式
会
社

に
お
い
て
は
、
株
券
は
証
券
市
場
に
お
い
て
自
由
に
売
買
せ
ら
れ
転
々
流
通
す
る
仕
組
み
の
も
と
に
あ
る
の
で
、
株
主
は
不
特
定
多
数
と

な
り
、
持
分
を
増
や
そ
う
と
減
ら
そ
う
と
全
部
を
売
り
飛
ば
そ
う
と
自
由
と
な
る
。



合
名
会
社
・
合
資
会
社
の
出
資
者
は
、
財
産
の
直
接
的
所
有
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
財
産
の
使
用
・
収
益
・
処
分
と
い
う
財
産
を
め
ぐ

る
意
思
決
定
u

支
配
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
支
配
は
義
務
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
株
式
会
社
の
所
有
者
た
る
株
主

は
単
な
る
株
券
の
所
有
者
に
す
ぎ
ず
、
会
社
財
産
お
よ
び
会
社
支
配
に
関
す
る
権
利
証
書
の
所
有
者
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
支
配
に
関

す
る
権
利
は
行
使
す
れ
ば
行
使
し
て
も
よ
い
し
、
放
棄
し
て
も
別
に
何
の
差
支
え
も
な
い
。
経
首
者
を
任
免
し
、
会
社
の
重
要
事
項
を
決

定
す
る
株
主
総
会
に
出
席
し
て
議
決
権
を
行
使
し
よ
う
と
す
ま
い
と
、
ま
た
委
任
状
を
出
そ
う
と
出
す
ま
い
と
、
ま
っ
た
く
の
勝
手
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
株
主
は
株
式
を
利
潤
証
券
で
あ
る
と
と
も
に
支
配
証
券
と
し
て
所
有
し
よ
う
と
す
る
支
配
的
株
主
と
株
式
を
配
当
目
当
て

の
利
潤
証
券
と
し
て
あ
る
い
は
株
式
価
格
の
上
下
変
動
の
差
額
を
す
く
い
と
ろ
う
と
す
る
投
機
証
券
と
し
て
所
有
し
、
議
決
権
を
放
棄
し

た
従
属
的
株
主
と
の
二
範
噂
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
会
社
の
規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
従
属
的
株
主
は
株
主
数
に
お
い
て
も
出

資
額
に
お
い
て
も
増
大
し
て
ゆ
き
、
支
配
的
株
主
の
持
株
比
率
は
減
少
し
て
く
る
。
こ
の
現
象
を
株
式
の
分
散
と
い
う
が
、
株
式
の
分
散

に
伴
な
い
、
支
配
的
大
株
主
に
よ
る
会
社
支
配
は
完
全
所
有
支
配
か
ら
多
数
支
配
(
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
過
半
数
支
配
〉
へ
、
多
数
支
配

か
ら
少
数
支
配
(
玉

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
所
有
に
も
と
づ
く
)

へ
と
推
転
し
て
ゆ
く
。

支
配
的
大
株
主
は
、
会
社
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
か
た
ち
の
支
配
利
得
を
う
る
。
彼
等
は
自
己
の
持
分
を
核
と
し
て
従
属

的
株
主
の
倉
大
な
持
分
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
支
配
を
お
こ
な
い
、
支
配
利
得
を
う
る
。
支
配
利
得
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
る
。
(

1

)

創
業
者
利
得
。
(

2

)

支
配
集
団
の
成
員
ま
た
は
そ
の
縁
者
を
高
級
な
職
位
に
つ
け
、
多
額
の
費
用
勘
定
を
も
っ
大
き
な

権
限
の
職
務
に
つ
け
る
。
(

3

)

支
配
集
団
と
関
係
あ
る
銀
行
・
関
係
会
社
へ
の
取
引
の
集
中
。

ハ
4
)
内
部
情
報
の
利
用
。

ハ
5
)
そ
の

他
。
支
配
者
に
と
っ
て
、
株
式
会
社
は
ま
る
で
他
人
の
資
本
を
自
分
の
資
本
と
し
て
支
配
し
、
支
配
利
得
を
あ
げ
る
仕
組
み
で
あ
り
、
手

機
関
所
有
と
支
配

九



機
関
所
有
と
支
配

二
O

段
と
な
る
。

だ
が
、
会
社
の
規
模
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
会
社
は
制
度
化
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
は
支
配

的
出
資
者
個
人
の
致
富
手
段
と
し
て
容
認
せ
ら
れ
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
支
問
者
が
会
祉
を
自
由
に
意
の
ま
ま
い
い
処
分
し
て
い
い

も
の
で
は
な
く
、
経
済
的
機
能
を
担
う
社
会
的
器
官
"
機
関
と
な
り
、
州
と
か
府
県
と
か
市
町
村
と
同
じ
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
統
治
的

単
位
体
と
し
て
の
制
度
と
な
り
、
地
縁
・
血
縁
的
共
同
休
に
か
わ
る
工
場
共
同
体
と
し
て
の
社
会
的
制
度
と
な
っ
て
く
る
。
制
度
化
の
進

展
は
株
式
会
社
の
内
容
を
改
変
し
、
個
人
所
有
支
配
を
不
可
能
の
方
向
に
も
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
支
配
的
な
大
株
主
の
持

株
比
率
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
遂
に
は
十
大
株
主
の
中
に
は
個
人
名
は
見
出
せ
な
い
ま
で
に
な
っ
て
く
る
。
株
式
発
行
に
と
も
な
っ
て
額

面
を
こ
え
る
株
価
部
分
の
治
大
な
総
額
は
創
業
者
利
得
と
し
て
支
配
者
た
ち
の
懐
に
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
資
本
剰
余
金
と
し

て
処
理
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
の
内
部
情
報
に
も
と
づ
い
て
不
当
な
利
得
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
犯
罪
と
し
て
法
的

処
罰
の
対
象
と
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

企
業
の
制
度
化
は
、
個
人
の
致
富
手
段
た
る
性
格
を
次
第
に
排
除
し
て
い
っ
た
と
は
い
え
企
業
が
利
潤
追
求
体
で
あ
る
こ
と
ま
で
や
め

さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
企
業
は
支
配
者
の
た
め
に
利
潤
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
経
済
的
機
能
を
果
し
、
制
度
と
し
て
の
企
業
体
を
維

持
す
る
た
め
に
、
ま
た
行
政
・
病
院
・
学
校
・
軍
隊
等
々
の
他
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
利
潤
を
あ
げ
る
存
在
と
な
っ
て
き
た
。

以
上
の
過
程
は
、
株
式
資
本
を
し
て
次
第
に
自
己
資
本
た
る
性
格
を
喪
失
さ
せ
て
他
人
資
本
的
性
格
を
付
与
せ
し
め
、
他
面
に
お
い
て

他
人
資
本
を
し
て
自
己
資
本
的
性
格
を
帯
び
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
利
潤
を
取
得
す
る
証
券
た
る
株
式
は
、
そ
の
価
格
の
基
礎
が

配
当
の
利
子
率
換
算
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
株
主
に
と
っ
て
配
当
は
利
子
化
し
て
く
る
。
さ
ら
に
支
配
的
大
株
主
の
取
得
し

て
い
た
利
潤
の
転
化
形
態
た
る
創
業
者
利
得
が
資
本
剰
余
金
と
し
て
企
業
内
で
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
会
社
利
潤
の
う
ち
資
本
剰
余



金
に
対
応
す
る
部
分
は
必
然
的
に
利
益
剰
余
金
と
し
て
会
社
内
に
留
保
せ
ら
れ
、
配
当
は
は
じ
め
か
ら
利
子
相
当
分
が
充
当
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
自
己
資
本
は
配
当
の
利
子
化
の
新
し
い
次
元
に
ま
き
こ
ま
れ
る
。
利
潤
を
取
得
す
る
の
が
自
己
資
本
で
あ
り
、
利
子
を
取
得

(
1〉

す
る
の
が
他
人
資
本
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
株
式
資
本
は
ま
さ
に
、
自
己
資
本
で
は
な
く
、
他
人
資
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

返
債
期
間
の
あ
る
の
が
他
人
資
本
で
あ
り
、
な
い
の
が
自
己
資
本
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
銀
行
か
ら
の
借
入
資
本
は
自
己
資
本
化
し
、
株

式
資
本
は
他
人
資
本
化
す
る
。
多
額
の
他
人
資
本
が
会
社
に
投
下
せ
ら
れ
、
流
動
資
本
部
分
は
お
ろ
か
固
定
資
本
に
ま
で
投
下
せ
ら
れ
て

く
る
と
、
貸
付
期
間
は
長
期
化
し
返
債
は
ほ
と
ん
ど
半
永
久
的
と
な
っ
て
貸
付
の
更
新
を
重
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
他
方
、
株
式
所

有
者
は
い
つ
何
時
で
も
株
式
を
売
却
し
会
社
と
の
関
係
を
自
由
に
断
つ
こ
と
が
出
来
る
。
会
社
が
不
振
に
お
ち
い
り
倒
巌
と
い
う
よ
う
な

事
態
を
む
か
え
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
支
配
者
と
し
て
甘
い
汁
を
す
っ
て
い
た
大
株
主
で
さ
え
、
株
式
を
売
却
し
て
し
ま
う
の
に
た
い
し

て
、
銀
行
は
返
債
期
間
の
す
で
に
す
ぎ
た
貸
付
金
が
あ
っ
て
も
、
回
収
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
逆
に
会
社
の
再
建
の
た
め
に
い
っ
そ
う

の
資
金
の
投
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

3 

機
関
所
有
と
支
配

企
業
の
制
度
化
す
な
わ
ち
大
規
模
化
、
社
会
の
器
官
化
・
機
関
化
の
進
展
は
、
企
業
に
資
金
を
供
給
す
る
源
泉
と
し
て
、
個
人
の
ウ
エ

イ
ト
・
地
位
を
次
第
に
減
少
・
低
下
せ
し
め
、
か
わ
っ
て
機
関
の
ウ
エ
イ
ト
・
地
位
を
増
大
せ
し
め
て
く
る
。
個
人
所
有
の
支
配
的
な
分

野
は
中
小
企
業
に
限
定
せ
し
め
ら
れ
、
巨
大
企
業
に
お
け
る
支
配
的
所
有
者
は
お
お
む
ね
機
関
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
個

人
企
業
か
ら
出
発
し
、
営
々
と
し
て
築
き
あ
げ
大
規
模
企
業
に
育
て
あ
げ
て
も
、
そ
の
企
業
が
制
度
化
の
実
態
を
も
っ
に
い
た
る
や
、
何

時
の
間
に
か
支
配
的
所
有
者
の
地
位
は
個
人
H

同
族
か
ら
機
関
に
か
わ
る
の
が
法
則
的
事
実
で
あ
る
。

機
関
所
有
と
支
配
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個
人
所
有
に
も
と
づ
き
企
業
を
自
己
の
致
富
手
段
と
し
て
支
配
す
る
こ
と
は
、
支
配
内
容
す
な
わ
ち
企
業
の
管
理
運
営
お
よ
び
収
益
の

配
分
が
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
許
容
さ
れ
て
い
る
。
ぞ
れ
が
、
企
業
の
活
力
を
生
み
、
経
済
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
与
え
、
そ
れ
を

社
会
の
原
動
力
と
す
る
い
わ
ゆ
る
自
由
主
義
経
済
、
自
由
社
会
が
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
企
業
が
巨
大
化
し
、
制
度
化
し
、
社
会
的
存
在
と
な
っ
た
と
き
、
企
業
の
管
理
・
運
営
は
個
人
の
致
富
手
段
と
し
て
な
さ
れ
る

こ
と
と
矛
盾
し
て
く
る
し
、
そ
れ
は
も
は
や
許
さ
れ
な
く
な
る
。
経
営
は
高
度
複
雑
化
し
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
、
企
業
外
部
の
単

な
る
所
有
者
の
意
思
に
よ
っ
て
は
容
易
に
動
か
し
得
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
制
度
化
と
と
も
に
支
配
的
個
人
所
有
者
は
姿
を
消

し
、
か
わ
っ
て
機
関
所
有
者
す
な
わ
ち
、
公
的
私
的
な
い
し
官
的
民
的
諸
制
度
が
支
配
的
所
有
者
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

企
業
が
制
度
化
し
た
と
き
、
支
配
的
所
有
者
も
個
人
か
ら
制
度
目
機
関
に
交
替
し
て
く
る
。
株
式
は
自
社
株
保
有
が
許
さ
一
れ
な
い
か

ら
、
他
の
諸
制
度
"
機
関
が
所
有
者
と
し
て
、
支
配
的
所
有
者
の
位
置
を
し
め
る
。
支
配
的
所
有
機
関
は
す
で
に
経
営
者
に
よ
っ
て
動
か

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
機
関
が
所
有
に
も
と
づ
い
て
所
有
対
象
の
会
社
に
役
員
を
送
り
こ
ん
だ
と
し
て
も
、
送
り
込
ま
れ
た
個
人
は
彼
自
身

と
し
て
は
所
有
者
で
は
な
く
、
経
営
者
に
す
ぎ
な
い
。
彼
の
出
身
母
体
た
る
機
関
が
所
有
者
で
あ
り
、
そ
の
機
関
自
体
の
支
配
者
は
経
営

者
で
あ
り
、
彼
は
出
身
母
体
の
支
配
者
た
る
経
営
者
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
経
営
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
制
度
化
し
た
企
業
の
支
配
的
所
有

者
は
機
関
田
制
度
で
あ
り
、
支
配
者
は
経
営
者
で
あ
る
。

所
有
か
ら
離
脱
し
た
経
営
者
は
、
政
府
・
株
主
・
債
権
者
・
労
働
者
・
顧
客
・
取
引
会
社
・
競
争
会
社
等
々
の
利
害
調
整
者
で
あ
り
、

主
ロ
の
か
た
ま
り
の
如
く
と
ら
え
、
経
営
者
支
配
の
進
展
を
利
潤
追
求
の
悪
の
権
化
た
る
資
本
家
支
配
に
か
わ
る
パ
ラ
色
の
未
来
と
画
く
論

者
も
い
れ
ば
、
経
営
者
支
配
は
こ
れ
を
制
約
し
牽
制
す
る
者
は
な
く
、
無
制
限
的
な
搾
取
抑
圧
の
社
会
が
展
開
す
る
と
把
握
す
る
論
者
も

い
る
。
多
く
の
俗
流
的
な
経
営
者
支
配
論
者
は
前
者
の
楽
観
論
を
と
り
、

後
者
の
悲
観
論
の
代
表
者
が
ジ
ェ

i
ム
ズ
・
バ

l
ナ
ム
で
あ



る
。
経
営
者
が
利
害
者
諸
集
団
の
調
整
的
機
能
を
担
う
か
ら
と
い
っ
て
、
経
営
者
は
あ
く
ま
で
巨
大
企
業
の
経
営
者
で
あ
っ
て
、
現
代
企

業
は
資
本
主
義
の
も
と
に
あ
ろ
う
と
社
会
主
義
の
も
と
に
あ
ろ
う
と
、
財
や
サ
ー
ビ
ス
が
貨
幣
に
よ
っ
て
価
値
尺
度
せ
ら
れ
、
貨
幣
を
支

払
い
手
段
と
す
る
か
ぎ
り
、
価
値
増
殖
と
い
う
資
本
の
論
理
か
ら
解
放
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
企
業
維
持
の
た
め
に
も
社
会
維
持
の
た

め
に
も
、
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
利
潤
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
利
害
者
諸
集
団
の
調
整
と
い
っ
て
も
、
そ
の
調
整
の
内
容
は

一
様
で
は
な
く
、
も
っ
と
も
均
衡
の
と
れ
た
調
整
、
状
況
に
応
じ
た
最
も
適
切
な
調
整
が
常
々
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
か
く
し
て
、

客
観
的
に
適
切
な
調
整
の
な
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
独
断
に
も
と
づ
く
調
整
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
経
営
者
支
配
は

俗
流
的
経
営
者
支
配
者
の
と
く
パ
ラ
色
の
未
来
の
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
バ

l
ナ
ム
の
説
く
陰
惨
な
抑
圧
的
な
未
来
の
可
能
性
も
あ
る
の
で

あ
る
。そ
こ
で
、
経
営
者
に
た
い
す
る
制
約
な
い
し
牽
制
と
し
て
あ
る
論
者
は
経
営
者
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
精
神
に
の
み
ま
つ
ほ
か
な

い
と
考
え
る
者
も
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
ま
た
或
る
者
は
取
締
役
会
を
し
て
執
行
経
営
層
と
受
託
経
営
層
の
二
階
層
に
明
確
に
わ
け
、
受

託
経
営
層
は
経
営
を
社
会
か
ら
受
託
し
た
者
と
し
て
、
経
営
の
実
際
を
担
当
し
て
い
る
執
行
経
営
層
を
監
視
し
監
督
し
評
価
し
、
牽
制
せ

し
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
考
え
は
い
ず
れ
も
当
を
え
た
も
の
と
い
い
う
る
。
巨
大
な
支
配
権
を
行
使
す
る
経
営
者
は
、

自
発
的
・
自
律
的
に
経
営
本
来
の
機
能
た
る
諸
利
害
の
統
合
を
適
切
に
な
そ
う
と
す
る
精
神
と
能
力
を
酒
養
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、

他
か
ら
制
約
さ
れ
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
締
役
会
は
、
本
来
所
有
者
よ
り
選
ば
れ
所
有
者
の
意
を
帯
し
て
執
行
経
営
者
を
指
導
し
監
督
し
評
価
す
る
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
、

受
託
経
営
者
は
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
執
行
経
営
者
の
首
を
す
げ
か
え
、
ま
た
所
有
者
は
受
託
経
営
者
を
任
免
し
た
の
で
あ
る
。
取
締
役
会

の
本
来
は
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

機
関
所
有
と
支
配
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だ
が
、
企
業
の
制
度
化
と
と
も
に
執
行
経
営
者
の
力
は
強
大
と
な
り
、
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー
は
経
営
者
"
執
行
経
営
者
そ
れ
自
体
が

実
質
的
に
は
決
定
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
丸
山
~
。
た
と
え
ば
、
我
が
国
の
大
企
業
の
中
に
は
、
全
部
の
取
締
役
が
い
ず
れ
も
皆
社
内
生

え
抜
き
の
社
内
重
役
で
し
め
ら
れ
、
会
社
従
業
員
の
出
世
双
六
の
上
り
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
す
く
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
都
市
銀
行

一
三
行
を
と
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
昭
和
五
一
年
現
在
で
取
締
役
総
数
三
六
四
名
中
社
内
出
身
者
三
三
五
名
で
あ
っ
て
全
体
の
九
二
パ

l
セ

ン
ト
と
い
う
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
る
。
株
主
よ
り
送
り
こ
ま
れ
た
も
の
僅
か
に
三
名
に
す
ぎ
ず
、

一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
み
た
な
い
。

残
り
は
大
蔵
省
・
日
銀
出
身
者
が
二
二
名
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
が
四
名
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
受
託
経
営
層
と
執
行
経
営
層
の
区
別
、
社
外
重
役
と
社
内
重
役
と
の
区
別
は
か
な
り
明
瞭
で
あ
る
が
、
執
行

経
営
層
M

社
内
重
役
の
力
が
次
第
に
強
固
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
企
業

の
制
度
化
と
と
も
に
取
締
役
会
は
所
有
者
の
利
益
を
代
表
し
所
有
者
の
意
の
ま
ま
に
構
成
せ
ら
れ
任
免
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
強
大

な
支
配
力
を
も
っ
経
営
者
を
、
制
度
的
存
在
と
な
り
社
会
の
器
官
と
な
っ
た
企
業
を
そ
の
よ
う
に
経
営
す
る
よ
う
に
助
言
し
、
監
視
し
、

評
価
す
る
機
関
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
方
向
と
現
実
が
あ
る
。
現
在
す
で
に
、
大
株
主
な
ら
ざ
る
各
種
の
取
締
役
た
と
え
ば
大
学
教
授
等

の
研
究
者
、
地
域
代
表
的
な
教
育
者
、
公
共
機
関
の
理
事
、
天
下
り
行
政
官
、
軍
人
等
々
が
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
席
を
列
ね
て

(
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い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
動
向
は
今
後
一
層
大
き
く
進
む
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。

と
は
い
え
、
企
業
が
株
式
会
社
形
態
を
と
る
か
ぎ
り
、
会
社
の
所
有
者
は
法
的
に
は
株
主
で
あ
り
、
株
主
が
支
配
者
と
し
て
、
と
り
わ

け
大
株
主
が
支
配
者
と
し
て
会
社
の
最
高
意
思
決
定
の
機
関
た
る
株
主
総
会
を
左
右
す
る
機
能
を
も
っ
仕
組
み
の
も
と
に
あ
る
。
し
か

も
、
株
式
は
分
散
す
る
、
す
な
わ
ち
大
株
主
の
持
株
比
率
は
低
下
す
る
の
で
は
な
く
個
人
大
株
主
の
株
式
分
散
に
か
わ
っ
て
、
機
関
株
主

の
拡
大
集
中
の
厳
然
た
る
法
則
的
事
実
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
機
関
所
有
者
は
い
か
な
る
支
配
を
行
使
す
る
で
あ
ろ
う
か
。



機
関
所
有
者
は
一
般
に
機
関
投
資
家

E
笠
宮
色
。
ロ
丸
山
口
」
沼
田
邑
・
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
個
人
株
主
と
は
異
な
っ
た
ピ
へ
イ
ピ
ア
を
と

る
。
投
資
す
る
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
機
関
独
自
の
機
能
を
も
っ
組
織
体
で
あ
り
制
度
で
あ
る
。

そ
の
機
能
の
遂
行
を
第
一
義
的
義
務
と
す

る
。
銀
行
は
銀
行
と
し
て
、
保
険
は
保
険
と
し
て
、
年
金
基
金
は
年
金
基
金
と
し
て
、
ま
た
教
会
も
、
大
学
も
、
病
院
も
各
種
財
団
も
そ

れ
な
り
の
機
能
・
目
的
を
も
っ
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
は
そ
の
各
機
関
の
維
持
と
機
能
の
促
進
の
た
め
に
な
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
安
全
有

利
な
投
資
先
を
求
め
、
い
わ
ゆ
る
ポ

l
ト
フ
オ
リ
オ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
。
か
く
し
て
、
機
関
株
主
は
投
資
対
象
会
社
の
業
績
不
振

に
た
い
し
て
は
、
経
営
者
に
圧
力
を
か
け
た
り
、
経
営
者
を
更
迭
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
株
式
を
売
却
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
は
《
ウ
ォ

l
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ル

i
ル
》
と
呼
ば
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
《
シ
テ
ィ
・
ル
ー
ル
》
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
現

実
的
な
大
原
則
と
な
っ
て
い
ろ
。

機
関
投
資
家
は
、
豊
富
な
資
金
量
、
す
ぐ
れ
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
、
テ
イ
ク
・
オ
ー
バ
ー
に
か
ら
ま
っ
て
投
機
的
売
買
を
し
て
多
額

の
売
買
差
益
を
入
手
し
よ
う
と
す
る
行
為
に
で
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
個
人
に
と
っ
て
は
完
全
に
許
E

容
さ
れ
る
こ
の
行

為
は
、
本
来
的
な
目
的
を
も
っ
た
機
関
に
た
い
し
て
社
会
的
非
難
・
制
約
が
何
等
か
の
形
で
起
り
、

一
般
的
・
広
汎
な
行
為
と
は
な
り
が

た
く
、
事
件
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
機
関
の
経
営
者
が
一
般
に
と
る
態
度
で
は
な
い
。
投
資
対
象
会
社
を
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る

の
が
経
営
者
な
ら
、
投
資
機
関
そ
れ
自
体
を
管
理
し
て
い
る
の
も
ま
た
経
営
者
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
機
関
株
主
は
常
に
経
営
者
支
持
の

〈

4
〉

立
場
に
立
つ
の
が
基
本
方
針
で
あ
る
と
ア
メ
リ
カ
証
券
取
引
委
員
会
の
『
機
関
投
資
家
調
査
』
は
報
じ
て
い
る
。

機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
社
会
的
機
能
を
担
当
し
そ
の
機
能
の
遂
行
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
経
営
者
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
と
い

っ
た
。
た
し
か
に
、
大
学
と
か
、
研
究
所
と
か
、
病
院
と
か
、
教
会
と
か
の
機
関
が
、
支
配
目
的
・
投
機
目
的
で
投
資
す
る
な
ど
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
、
投
資
会
社
・
保
険
・
年
金
基
金
・
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
銀
行
の
場

機
関
所
有
と
支
配

二
五
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合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
銀
行
の
場
合
も
根
本
的
に
は
機
関
投
資
一
般
の
論
理
に
従
う
。
だ
が
、
銀
行
の
場
合
は
そ
の
機
能
が
預
金
獲
得

と
貸
付
で
あ
る
。
有
利
・
健
全
な
貸
付
先
確
保
の
た
め
に
投
資
は
志
昧
を
も
っ
て
く
る
。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
投
資
銀
行
と
商
業
銀
行
と

が
機
能
分
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
が
、
商
業
銀
行
の
信
託
部
門
が
主
と
し
て
年
金
基
金
の
受
託
者
と
し
て
投
資
を
お
こ
な
う
。
銀
行
に
と

っ
て
、
投
資
先
・
貸
付
先
が
畏
期
に
わ
た
り
健
全
な
経
営
を
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
の
み
が
自
己
の
利
益
で
あ
り
、
支
配
し
て
特
別
な
支
配

的
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、

「
保
有
株
式
の
増
加
に
つ
れ
て
機
関
も
個
人
と
同
様
に
、

い
や
そ
れ
以
上
に
株
式

会
社
が
一
層
す
ぐ
れ
た
経
営
者
を
も
つ
よ
う
配
慮
す
る
よ
う
に
、
強
い
関
心
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
」
と
い
う
銀
行
家
の
発
言
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。

銀
行
は
金
融
機
関
の
代
表
的
存
在
で
あ
り
、
資
金
供
給
の
経
済
的
機
能
を
担
当
す
る
制
度
と
し
て
ま
す
ま
す
巨
大
化
す
る
。
銀
行
は
株

式
保
有
に
も
と
づ
き
、
ま
た
資
金
供
給
の
担
い
手
と
し
て
、
貸
付
金
の
安
全
・
健
全
な
運
用
・
確
実
な
利
子
獲
得
と
貸
付
金
回
収
確
保
の

た
め
に
、
取
締
役
会
に
メ
ン
バ
ー
を
送
り
込
む
。

か
く
し
て
、
取
締
役
兼
任
制
・
取
締
役
連
結
制
が
生
れ
る
。
銀
行
は
可
能
な
か
ぎ
り
、
所
有
・
貸
付
に
も
と
づ
い
て
自
分
に
有
利
な
決

定
を
投
資
対
象
会
社
が
行
な
う
よ
う
に
各
種
の
影
響
力
・
支
配
力
を
振
る
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
銀
行
に
お
け
る
資
令
の
集
中
と
重
役
兼
任

制
の
事
実
を
徹
底
的
と
い
え
ろ
程
、

調
交
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
一
九
六

0
年
代
の
下
院
の
小
委
員
会
の

『
パ
ッ
ト
マ
ン
報
告
書
』

で
あ

り

一
九
七

0
年
代
の
上
院
の
小
委
員
会
の
『
メ
ト
カ

i
フ
報
告
書
』
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
集
中
と
独
占
の
暴
露
、
銀
行
に
よ
る
所
有
者

支
配
の
路
線
に
た
っ
て
調
査
し
叙
述
し
て
い
る
。
だ
が
、
機
関
所
有
の
拡
大
集
中
と
広
汎
な
重
役
兼
任
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
的
な

所
有
主
体
な
し
の
会
社
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程
減
少
せ
ず
、
む
し
ろ
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
も
ま
た
厳
然
た
る
事
実
で
あ
り
、

こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



一
九
六
七
ー
ー
ー
一
九
六
九
年
時
点
の
コ
ッ
ツ
の
支
配
主
体
分
析
は
、

日
パ
ッ
ト
マ
ン
委
員
会
報
告
』
な
ど
を
大
い
に
参
考
に
し
た
上
で

出
米
上
っ
た
も
の
だ
が
、
支
配
的
所
有
主
体
な
し
の
会
社
の
指
標
を
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
と
れ
ば
、
そ
の
範
曙
に
属
す
る
会
社
が
二

。
。
社
中
七
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
七
八
年
時
点
の
一
「
メ
ト
カ
!
フ
委
員
会
報
告
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
七
一

-
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

一
九
六
三
年
時
点
に
お
い
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
経
営
者
支
配
会
社
、
こ
こ
で
い
え
ば
支
配
的
所
有
者

な
し
の
会
社
を
多
く
算
出
じ
よ
う
と
し
た
か
の
ラ

i
ナ
l
は
、
八
四
・
五
パ

l
セ
ッ
ト
と
計
算
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
出
来
る
だ
け
多
く

計
算
し
よ
う
と
し
た
ラ

i
ナ
!
と
出
来
る
だ
け
少
く
計
上
し
よ
う
と
し
た
コ
ッ
ツ
お
よ
び
メ
ト
カ

1
フ
委
員
会
報
告
と
の
聞
に
は
、
大
し

た
差
が
見
出
さ
れ
な
い
の
に
驚
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

コ
ッ
ツ
か
ら
メ
ト
カ

l
フ
の
聞
の
約
十
年
間
に
、
機
関
所
有
は
相
当
に
進
行
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず

(
機
関
投
資
家
持
株
比
率
は
一
九
六
六
年
末
二
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
九
七
六
年
末
に
は
三
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
を

み
て
い
る
)
、

一
O
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
支
配
的
所
有
主
体
な
し
は
き
わ
め
て
僅
か
と
は
い
え
減
少
で
は
な
く
増
加
し
た
数
字
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
表
は
、
前
掲
「
現
代
企
業
論
序
説
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
号
〉
に
掲
げ
た
が
、
次
に
新
た

な
コ
ッ
ツ
と
メ
ト
カ
l
フ
の
表
を
掲
げ
る
。

コ
ッ
ツ
も
メ
ト
カ

l
フ
も
共
に
、
支
配
的
所
有
主
体
な
し
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
と
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
計
算
に
も
と
づ
く
表
を
か
か
げ
る
(
さ
き
に
掲
げ
た
表
は
、
ラ
l
ナ
l
の
表
と
比
較
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
)
。

一
九
六
七
1
1
1
六
九
年
の
コ
ッ
ツ
の
「
支
配
中
枢
を
識
別
で
き
ぬ
も
の
」
は
囚
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
一
九
七
六
年
の
『
メ
ト

カ
l
フ
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
支
配
的
所
有
者
な
し
"
経
営
者
支
配
が
五

0
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
と
約
十
年
間
に
か
な
り
増
加
し
て
い
っ
て

い
る
。
機
関
所
有
と
り
わ
け
銀
行
支
配
を
主
張
せ
ん
と
す
る
論
者
た
ち
が
、
大
き
な
勢
い
で
進
行
中
の
機
関
と
り
わ
け
銀
行
に
よ
る
所
有

集
中
の
状
況
の
推
移
の
中
で
、
機
関
所
有
支
配
"
銀
行
支
配
の
増
加
・
支
配
的
所
有
者
識
別
さ
れ
な
い
会
社
な
い
し
経
営
者
支
配
会
社
の

減
少
を
つ
か
み
出
す
な
ら
ば
、
事
態
は
す
っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
と
が
ら
は
逆
に
支
配
的
所
有
者
が
見
つ
か
ら
な
い
会
社
、
な
い

機
関
所
有
と
支
配

二
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機
関
所
有
と
支
配

二
八

し
経
営
者
支
配
が
増
加
し
て
い
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

何
故
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
個
人
所
有
の
縮
少
分
散
・
機
関
所
有
の
拡
大
集
中
の
傾
向
が
進
行
す
れ
ば
、
必
然

的
に
機
関
投
資
家
が
支
配
的
所
有
者
に
な
っ
て
い
る
会
社
の
数
が
増
大
す
る
は
ず
で
は
な
い
か
。
な
の
に
、
逆
に
な
ぜ
減
少
す
る
の
か
。

そ
れ
は
、
た
し
か
に
機
関
所
有
は
拡
大
集
中
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
に
関
係
し
て
く
る
十
大
株
主
間
の
所
有
の
み
に
つ
い
て
み
る

と
、
そ
こ
に
は
む
し
ろ
分
散
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
こ
と
を
、
ブ
リ
ス

ト
ン
と
ド
ピ
ン
は
実
証
的
に
明
り
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
支
配
的
所
有
者
が
減
少
す
る
傾
向
は
、
集
中
を
あ
く
ま
で
も
排
し
よ
う

と
す
る
政
府
に
よ
る
法
的
規
制
や
行
政
指
導
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

『
プ
ジ
ョ

l
委
員
会
報
告
書
』
(
一
九
二
二
年
)
、
『
国
家
資
源
委
員
会
報
告
書
』
(
一
九
三
九
年
〉
、
円
臨
時
国
民
経
済
委
員
会
報
告
書
』
(
一

九
四
O
年
)
、
『
バ
ッ
ト
マ
ン
委
員
会
報
告
書
』
三
九
六
八
年
)
、
『
メ
ト
カ
l
フ
委
員
会
報
告
書
』
(
一
九
七
八
年
〉
と
つ
づ
く
一
連
の
代
表
的

な
議
会
報
告
書
は
、
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
議
会
が
独
占
の
弊
害
を
除
去
し
、
経
済
力
の
集
中
に
と
も
な
う
悪
弊
を
排
除
し
、
公
正
な
取
引

ア
メ
リ
カ
経
済
な
い
し
企
業
に
お
け
る
集
中

を
推
進
せ
し
め
て
、
独
占
体
の
横
暴
よ
り
国
民
の
消
費
生
活
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

の
実
態
を
明
確
に
つ
か
み
出
そ
う
と
し
て
、
時
の
一
流
の
研
究
者
達
を
わ
ず
ら
わ
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
実
態
報
告
書
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

可
能
な
か
ぎ
り
経
済
力
の
集
中
化
傾
向
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
結
果
が
画
き
出
さ
れ
る
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
を
基
礎
と
し
て
、
反
独
占
u

公
正
取
引
を
目
的
と
す
る
グ
レ
イ
ト
ン
法
、
連
邦
取

引
委
員
会
法
等
は
あ
り
、
ま
た
上
院
・
下
院
の
ア
ン
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
小
委
員
会
の
諸
活
動
が
あ
る
。
国
民
お
よ
び
国
民
を
背
景
に
し
た

集
中
排
除
の
動
向
が
、
企
業
の
大
規
模
化
・
制
度
化
と
と
も
に
増
大
し
、
所
有
者
支
配
、
所
有
者
の
怒
意
的
支
配
を
抑
制
し
挙
制
し
て
き

て
い
る
わ
け
で
伊
る
。



企
業
が
制
度
化
す
る
に
つ
れ
、
経
営
者
は
巨
大
な
権
力
u
-
支
配
力
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
経
営
者
は
自
分
自
身
で
自
分
達
を
選
ぶ
状
況

に
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
経
営
者
は
常
に
健
全
に
会
社
を
管
理
運
営
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
経
営
者
の
権
力
行
使
が
公
序
良
俗
に
反
す
る

場
合
、
ま
た
経
営
者
が
無
能
で
自
分
の
会
社
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
監
視
し
、
助
言
し
、
評
価
し
、
任
免
す

る
権
限
は
、
株
式
総
会
の
形
骸
化
し
た
今
日
、
受
託
経
営
層
な
ら
び
に
巨
大
な
所
有
者
以
外
に
は
な
い
。
そ
し
て
、
現
実
に
お
い
て
も
、

取
締
役
会
お
よ
び
銀
行
そ
の
他
の
機
関
投
資
家
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
役
割
の
実
施
の
機
会
の
お
と
づ
れ
る
の
は
、

き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
所
有
そ
れ
自
体
の
も
つ
支
配
力
は
、
制
度
的
に
制
限
せ
ら
れ
、
制
約
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
は
殆
ん
ど
潜
在
的
な
も
の

ハ
5
)

に
と
ど
ま
り
、
顕
在
的
な
場
合
は
む
し
ろ
例
外
的
に
す
ら
な
っ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
。

会
社
も
制
度
と
し
て
維
持
存
続
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
存
在
と
な
り
、
資
金
供
給
者
が
個
人
で
は
な
く
資
金
供
給
の
機
関
と
し
て
銀
行
が

そ
の
代
表
的
私
一
部
と
な
っ
た
と
き
、
銀
行
は
会
社
の
維
持
存
続
の
資
金
的
責
任
者
と
な
る
。
自
己
資
本
の
出
資
者
た
る
株
主
、
株
式
会
社

の
法
的
な
所
有
者
た
る
株
主
は
、

い
つ
何
時
た
り
と
も
株
式
を
販
売
し
て
所
有
者
の
位
置
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
に
た
い
し

て
、
銀
行
は
貸
付
が
流
動
資
本
を
こ
え
固
定
資
本
に
ま
で
及
ん
で
く
る
と
そ
の
回
収
は
容
易
な
こ
と
で
は
出
来
な
く
な
る
。
む
し
ろ
、
業

績
が
悪
化
し
、
放
置
す
れ
ば
破
産
に
す
す
む
会
社
に
た
い
し
て
、

一
層
の
資
金
供
給
を
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銀
行
員
は
事
業
会

祉
の
監
視
役
に
は
な
れ
て
も
、
事
業
会
社
の
生
産
や
営
業
を
指
導
す
る
経
営
者
に
は
直
ち
に
な
り
得
な
い
。
そ
れ
に
逓
し
い
人
材
を
探
し

て
握
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
も
な
い
。
倒
産
・
再
建
の
会
社
の
殆
ん
ど
が
、
こ
の
事
例
で
あ
る
。

こ
の
現
象
を
自
己
資
本
の
他
人
資
本
化
に
相
応
じ
て
他
人
資
本
の
自
己
資
本
化
と
ニ
一
一

す
る
よ
り
も
、
大
企
業
な
ら
び
に
銀
行
が
制
度
化
し
、
銀
行
が
金
融
機
関
と
し
て
社
会
的
責
任
・
制
度
的
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
き
た
歴
史

動
向
を
こ
そ
み
る
べ
き
で
あ
る
。
自
己
資
本
・
他
人
資
本
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
意
義
を
失
い
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
経
済
学
的
把
握
・
資
本
の

機
関
所
有
と
支
配

二
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機
関
所
有
と
支
配

。

論
理
に
よ
っ
て
把
握
す
る
よ
り
も
、
制
度
論
的
把
握
を
よ
り
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
ワ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
Q

(

1

)

配
当
の
利
子
化
の
二
段
階
論
は
、
別
府
王
十
郎
『
資
本
会
計
の
経
済
理
論
』
(
森
山
書
庖
)
、
自
己
資
本
の
他
人
資
本
化
論
に
つ
い
て
は
、
馬
場

克
三
『
株
式
会
社
金
融
論
』
(
森
山
書
官
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
E
二
ア
ー
ル
は
何
百
司
丘
り
目
-
9
斗
げ
刊
の
円
四
回
円
。
門
岡
山
口
町
叩
P
H
8
0・
の
中
で
次
の
よ
う
に
ニ
一
日
っ
て
い
ろ
。
「
取
締
役
た
ち
は
、
必
ず
し
も
、
所

有
者
の
財
務
的
な
信
託
者
と
し
て
行
動
し
な
い
Q

非
常
に
限
ら
れ
た
場
合
に
そ
う
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
等
が
現
実
に
そ
う
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
@
な
ん
と
な
れ
ば
、
理
論
的
に
は
株
主
は
会
社
を
支
配
し
て
い
る
が
、
内
部
出
身
経
営
者
が
そ
の
業
務
を
支
配
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
多

く
の
会
社
の
所
有
者
の
代
表
は
積
極
的
な
経
営
者
の
メ

y
パ
ー
か
ら
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
〈
内
部
役
員
会
〉
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
〈
経

営
者
一
家
〉
岱
冊
目
吉
田
問
自
百
三
宮
BH守
内
部
の
あ
る
種
の
業
務
・
取
引
・
あ
る
い
は
慣
行
と
い
っ
た
も
の
を
、
だ
れ
か
外
部
の
人
間
が
よ
く
み

る
と
い
う
こ
と
は
い
ま
ま
で
決
し
て
な
か
っ
た
。
〈
外
部
〉
取
締
役
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
〈
外
部
役
員
会
〉
は
、
た
ん
に
〈
内
部
に
い
る
に
す
ぎ
な

い
外
部
者
〉
吉
田
山
骨

E
Z広
R
、
す
な
わ
ち
内
部
出
身
経
営
者
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
し
か
も
お
そ
ら
く
彼
ら
の
世
話
に
な
る
、
会
社
外
部
の
人
々
か

ら
構
成
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
己
(
岡
本
康
雄
訳
『
現
代
の
企
業
組
織
と
経
営
者
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二

O
九
頁
)
。

ハ
3
)

社
外
取
締
役
の
主
な
職
業
を
、

H
・
ク
I
ン
ツ
の
、
目
。
切

S
E
C同
U
町
2
g
g
g
A
見
な
nta〈叩

ζ
吉
田
岡
叩
目
印
巳
・
沼
田
叶
(
永
島
敬
識
『
取

締
役
会
』
東
洋
経
済
新
報
社
〉
よ
り
、
次
頁
の
表
を
引
用
し
よ
う
。
銀
行
家
安
も
経
営
者
の
部
類
に
ふ
く
め
る
と
、
弁
護
士
を
除
け
ば
圧
倒
的
な
部

分
が
現
役
お
よ
び
退
役
経
営
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
他
は
各
種
の
職
業
で
あ
る
。

元
パ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
の
会
長
ル
イ
ス
・
ラ
ン
ド
ボ
ル
グ
は
、
将
来
の
取
締
役
会
像
を
次
の
よ
う
に
画
い
て
い
る
@
企
業
を
社
会
の
器
官

・
制
度
と
し
て
、
そ
の
社
会
的
責
任
を
果
す
に
適
わ
し
い
管
理
機
構
た
ら
じ
め
よ
う
と
す
る
人
員
構
成
で
あ
る
。

「
1

経
営
か
ら
独
立
す
る
こ
と
@

2

そ
の
た
め
に
社
内
取
締
役
は
二
人
に
と
ど
め
る
。
)
人
は
最
高
経
常
責
任
者
(
の
立
広
明
同
四
口
口
昨
日
4
0
0
E
円
。
円
〉
で
、
も
う
一
人
は
、
た
ぶ

ん
、
最
高
執
行
幹
部
(
の
区
町
内
。
同
百
円
注
目
白
開

O
R
H
円
。
円
〉
で
あ
ろ
う
@
ど
ち
ら
も
取
締
役
会
の
会
長
に
は
な
れ
な
い
。

3

会
社
に
一
雇
わ
れ
て
い
な
い
が
、
内
情
に
通
じ
て
い
る
職
業
:
:
:
法
律
顧
問
、
投
資
相
談
役
、
広
告
代
理
底
主
と
い
っ
た
人
々
は
、
経
営
に
関

係
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、
取
締
役
会
の
仕
事
に
就
く
資
格
が
な
い
@

4

取
締
役
会
に
は
、
地
域
社
会
か
ら
の
出
身
者
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
、
社
会
各
層
の
動
向
、
問
題
点
、
利
害
関

係
に
敏
感
で
あ
り
、
事
情
に
も
通
じ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
な
か
に
は
、
婦
人
、
少
数
民
族
団
体
の
一
員
、
教
育
者
、
牧
師
な
ど
も
含
ま
れ
る
。



社外取締役のおもな職業1)

(1961年，製造業431社〉

第8表

会社数取締役数業職

256 416 銀行家(商業銀行，投資銀行，個人銀行)

258 330 士護弁

機
関
所
有
と
支
配 173 327 会社社長

148 225 退職実業家2)

81 159 他の区分にはいらない著名実業家

86 154 退職または前会社役員

78 150 産業人および製造業者

87 129 同副会長，委員会議長会社の取締役会長，

86 101 仲買人(投資，不動産，商品〉

67 82 投資および財務顧問，金融業者

64 75 コンサルタント

58 70 会社副社長

35 60 役締取

52 56 保険会社経営者

29 31 者育教

16 21 家庭婦人め

19 20 理事(財団および公共機関〉

16 18 農業経営者お土ぴ牧場主

9I9  

12，466 I 
〔出所JNational Industrial Confer四lceBoard， CoゆorateDirectorshiJう Practices，
Studies in Business Policy No. 103， p. 16. 

注 1) どの取締役もいずれかの職業区分に 1回だけ勘定されている。たとえば，銀行家

はその銀行の社長であり，投資顧問であることもある。しかしとの場合，銀行家の

区分にだけ計上されている。

の その前職のL、かんにかかわらず， (退職した被雇用者以外の〉返職取締役をふ<U'。
3) 大株主の取締役中にしばしば見られる。

16 17 支配人その他執行経営者

15 16 法律，教育以外の専門職業人

行政官および軍人

計t.. 
日



機
関
所
有
と
支
配

し
か
し
、
そ
の
人
達
は
、
い
か
な
る
団
体
の
代
表
で
も
ヒ
モ
付
き
で
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
@
公
衆
の
利
益
を
代
表
し
、
あ
わ
せ
て
他
の
取
締

役
と
同
じ
く
、
会
社
の
発
展
や
本
来
の
経
営
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

5

社
外
取
締
役
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
に
、
少
な
く
と
も
、
つ
ぎ
の
も
の
が
編
入
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

-
経
理
監
査

・
俸
給
決
定

.
公
共
政
策

・
利
益
処
分
(
他
の
委
員
会
に
付
属
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
機
能
は
ハ
ッ
キ
リ
分
か
れ
て
い
る
)

-
候
補
者
指
名
(
取
締
役
選
任
に
当
た
っ
て
:
:
:
と
(
石
山
四
郎
編
『
日
米
経
営
者
の
発
想
、
松
下
幸
之
助
、
ル
イ
ス
・
ラ
ン
ド
ボ
ル
グ
』

(
P
H
P
)
 

ポ
ー
ル
・

E
・
ホ

l
ル
デ
ン
(
H
i
s
-

開
・
出
0
5
8
)
は
、
か
つ
て
フ
ィ
シ
ュ

(
H
L
O

ロ
詰
『

Z
3・
ω・
出
回

δ
・
ス
ミ
ス
(
同
ロ
げ
叩
円
門
戸
・

ω
H
H
H
U
3
u

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
凶
，
D
唱
呂
田
口
同

mmggpO吋
mgw注目
O

D

E
弘

行

O
D
可
o
y
g
色
・
(
岸
上
英
吉
訳
『
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
最
高
経
営
層
の

組
織
と
統
制
、
米
国
主
要
三
一
会
社
に
お
け
る
経
営
の
実
態
研
究
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)
で
取
締
役
会
に
つ
い
て
本
書
五
部
構
成
の
う
ち
一
部
を
あ

て
、
そ
の
職
能
・
構
成
・
組
織
・
運
営
に
関
し
て
詳
細
に
論
じ
た
。
ぞ
れ
か
ら
約
三
十
年
た
っ
て
ホ

i
ル
デ
ン
は
、
ふ
た
た
び
同
種
の
調
査
研
究
を

でタ
l
ソ
ン
(
の
由
巳

g
p
〉

-Mva四円
moロ
)
と
ジ
ヤ
メ
イ
ン
ハ
の
同

3
8
H
P
の
2
5
S
4
に
手
伝
っ
て
ち
ら
っ
て
、
、

H，c-v
呂田口出ー明白

8
8
7
同也凸∞・

(
山
芹
上
英
士
口
『
現
代
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
変
貌
す
る
役
割
と
機
能
』
ダ
イ
ヤ
モ

γ
ド
社
)
に
ま
と
め
発
表
し
た
。
だ
が
、
取
締
役
会
に
関
す

る
頁
は
、
今
度
は
た
っ
た
三
頁
し
か
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
取
締
役
会
の
現
状
は
経
営
執
行
層
に
た
い
し
て
方
向
を
指
揮
す
る
の
は
、
市
電
の
運
転
手

が
電
車
の
方
向
を
操
縦
す
る
の
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
と
調
査
結
呆
を
概
括
し
、
「
育
判
的
特
徴
が
ほ
と
ん
ど
の
会
社
に
認
め
ら
れ
る
が
、
な
お

受
託
の
義
務
は
完
全
に
放
棄
さ
れ
つ
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

な
お
、
ル
イ
ス
・
ラ
ン
ド
ボ
ル
グ
の
商
く
と
こ
ろ
の
取
締
役
会
の
将
来
像
す
な
わ
ち
、
企
業
を
制
度
と
と
ら
え
社
会
的
責
任
に
応
え
ね
ば
な
ら
ぬ

取
締
役
会
構
成
と
運
営
は
、
歴
史
的
傾
向
で
あ
る
こ
と
を
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
の
ヴ
ァ
ン
ス
は
述
べ
て
い
る
。
及
川
室
生
教
授
の
日
本
経
営
学
会
昭
和

五
五
年
度
大
会
報
告
「
株
式
会
社
の
変
貌
と
取
締
役
会
制
の
意
義
」
で
、
こ
れ
を
紹
介
論
評
さ
れ
た
。

「
ω・
。
・
〈

g
g
は、

zg司
E
B
S白山口口問時
O
吋

回

g
a
a
巴
8
2
0円凹
w

H

∞N
H

・
の
中
で
、
取
締
役
会
が
呆
す
役
割
を
歴
史
的
に
区
分
し
て
、

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

(

1

)

法
的
要
件
を
満
た
す
た
め
だ
け
の
役
割
、
(
一
日
)
諮
問
機
関
と
し
て
の
役
割
、
(
e
m
)

会
議
機
関
と
し



て
の
役
割
、
(
・
即
日
〉
社
会
的
機
関
と
し
て
の
役
割
」
(
日
本
経
蛍
学
会
編
『
経
営
学
論
集
、
第
五
一
集
』
一
五
五
頁
)
@

な
お
、
す
ぐ
れ
た
河
野
重
栄
「
経
営
者
機
関
の
変
遷
」
(
『
一
橋
論
叢
』
第
六
九
巻
第
二
号
)
が
あ
る
。

(

4

)

H

V

H

H

ロ
右
目
・
巴
ロ
ヨ
ヴ
刊
誌
・
、

E
O
Y向
司
岡
田
円
。
円
℃

O
B江
富
山
口
〉
宮
貸
付
吉
田
o
n富
山
0
9
5
戸
中
村
瑞
穂
監
訳
『
巨
大
株
式
会
社
ー
ー
そ
の
権
力

と
ア
メ
リ
カ
社
会
』
(
文
真
堂
〉
第
六
章
「
機
関
投
資
家
将
来
の
支
配
中
枢
と
し
て
の
可
能
性
」
参
照
@

正
木
久
司
「
パ

I
リ
の
会
社
支
配
論
」
(
『
同
志
社
商
学
』
第
三
二
巻
第
二
号
)
も
こ
の
問
題
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

(
5
)
H
p
h
r
・
の
R
E
D
-
∞5uo目
白
ド
回
目
白
角
的

v
q
z
s
o
U同
問
。
。
。
弓
D
B円山
D
D
L
E∞
・
平
井
泰
太
郎
・
森
昭
夫
『
ビ
ズ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
|
|
ア
メ
リ
カ
大
会
社
の
生
態
1

1
』
(
東
洋
経
済
新
報
社
〉
の
改
訂
版
が
一
九
六
六
年
に
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
序
文
で
ゴ
ー
ド
ン
は
次
の
よ
う

に
一
言
っ
て
い
る
。
「
投
資
信
託
と
年
金
基
金
と
は
、
わ
ず
か
な
例
外
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
生
み
出
す
多
く
の
卵
を
一
つ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い

な
い
。
そ
の
よ
、
こ
れ
ら
の
基
金
の
監
理
者
は
、
そ
の
株
を
所
有
し
て
い
る
会
社
の
業
務
に
積
極
的
に
干
渉
す
る
と
い
う
こ
と
を
慎
重
に
退
け
て
い

る
と
い
う
明
白
な
証
拠
が
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
制
度
的
投
資
家
達
は
、
彼
等
が
投
資
し
て
い
る
会
社
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
委
任
行
為
に
よ
っ

て
、
自
動
的
に
受
託
者
で
あ
る
会
社
経
営
担
当
者
の
決
定
に
従
が
い
、
同
時
に
そ
れ
ら
委
託
者
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
ら
金

融
機
関
を
支
配
し
て
い
る
人
々
は
、
潜
在
的
に
力
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
、
い
く
ら
か
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
は
い
る
が
、
多
く
の

巨
大
会
社
に
お
け
る
積
極
的
か
つ
重
大
な
意
味
で
の
支
配
力
は
、
こ
の
穫
の
制
度
的
所
有
と
は
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
こ
と
も
事
実
と
し
て
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
@
」

(

6

)

晴
山
英
夫
「
機
関
所
有
支
配
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
弓
北
九
州
大
学
商
経
論
集
』
第
十
三
巻
第
一
一
一
・
四
号
)
@

機
関
所
有
と
支
配

そ
σ〉

機
関
所
有
と
支
配
の
問
題
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
個
人
所
有
と
機
関
所
有
と
の
違
い
を
、
そ
の
決
定
的
な
違
い
を
認
識
す
る

こ
と
で
あ
る
。
よ
り
端
的
に
言
え
ば
、
個
人
と
機
関
と
の
違
い
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。

個
人
"
人
聞
が
所
有
者
で
あ
り
、
所
有
に
も
と
づ
い
て
支
配
者
と
な
っ
て
い
た
状
態
か
ら
、
個
人
“
人
間
な
ら
ざ
る
所
有
主
体
が
出
現

し
、
そ
れ
が
支
配
的
所
有
者
と
し
て
出
現
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
決
定
的
な
変
革
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ま
で
個
人
が

機
関
所
有
と
支
配

一一
一一



機
関
所
有
と
支
配

四

白
分
の
所
有
に
も
と
づ
い
て
支
配
者
と
し
て
、
被
所
有
者
を
支
配
し
て
い
た
社
会
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
よ
う
な
所
有
者
"
支
配
者
が
い

な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、

い
っ
た
い
社
会
は
ど
の
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
き
た
の
か
。
そ
の
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
支
配
者
は
誰
な
の

か
。
い
か
な
る
人
間
な
の
か
。
そ
の
人
聞
は
何
に
依
拠
し
て
支
配
者
た
り
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

個
人
所
有
が
支
配
的
な
社
会
と
機
関
所
有
が
支
配
的
な
社
会
と
は
、
決
定
的
に
相
違
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
交
替
は
論
理
的
に
は
断

絶
が
あ
り
、
非
連
続
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
連
続
的
に
把
握
す
る
と
す
れ
ば
、
現
実
世
界
の
表
面
的
進
行
の
背
後
に
ひ
そ
む
論
理
を
見
失

な
う
こ
と
に
な
る
。

個
人
に
か
わ
っ
て
支
配
的
な
所
有
主
体
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
は
、
機
関
で
あ
る
。
機
関
は
制
度
で
あ
り
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
な

財
政
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
組
織
体
と
し
て
社
会
に
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
存
続
を
要
請
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
を

身
体
に
見
立
て
れ
ば
、
各
種
の
器
官
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
器
官
"
機
関
"
制
度
が
所
有
主
体
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
各
種
の
器
官
邸
機
関
"
制
度
"
組
織
体
を
支
配
し
て
い
る
の
は
誰
か
。
彼
は
何
に
も
と
づ
い
て
機
関
口
組
織
体
の
支
配
者
た
り
え
て

い
る
の
か
。
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
機
関
"
組
織
体
は
、
そ
れ
自
体
の
意
思
決
定
機
関
n

器
官
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
も
っ
。

マみ小げン

メ
ン
ト
即
支
配
階
層
で
あ
り
支
配
機
構
で
あ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
シ
ト
と
い
う
職
位
刷
地
位
が
機
関
H

組
織
体
に
は
あ
り
、
そ
の
職
位
に
適
格

と
認
知
さ
れ
た
人
間
が
経
嘗
者
と
し
て
そ
の
職
位
を
占
め
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
を
遂
行
す
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
遂
行
即
支
配

明』手品、内ム
7
h
ム、。

l
l
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経
営
者
に
よ
る
機
関
士
又
配
す
な
わ
ち
経
営
者
支
配
は
、
経
営
者
個
人
の
出
資
し
た
財
産
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
彼
が
経

営
者
"
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
職
位
を
占
め
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
職
位
を
し
め
る
こ
と
の
由
来
た
の
は
彼
の
広
い
意
味
で
の
能
力

で
あ
る
。
支
配
は
何
か
に
も
と
づ
い
て
し
か
行
な
い
え
な
い
、
所
有
な
く
し
て
支
配
な
し
と
す
れ
ば
、
経
営
者
支
配
の
何
よ
り
の
基
礎
は



ま
ず
職
位
"
地
位
の
所
有
で
あ
り
、
地
位
の
所
有
の
前
提
と
な
る
も
の
は
能
力
の
所
有
で
あ
る
と
い
い
え
よ
う
。

企
業
は
社
会
の
機
関
"
制
度
目
組
織
体
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
経
営
者
と
い
う
支
配
者
を
も
ち
ろ
ん
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
資
金
の
供

給
機
関
と
し
て
の
銀
行
と
か
保
険
と
か
年
金
基
金
と
か
の
諸
機
関
が
事
業
会
社
の
支
配
的
所
有
者
と
し
て
登
場
し
て
も
、
こ
れ
ら
金
融
機

闘
は
、
事
業
会
社
に
た
い
し
て
決
定
的
な
支
配
力
を
振
い
え
な
い
。
彼
等
は
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
に
す
ぎ
な
い
。
各
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
機
関
そ
の
も
の
の
独
自
の
機
能
を
発
揮
・
遂
行
す
べ
き
存
在
で
あ
り
、
そ
の
責
任
を

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
u

経
営
者
が
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
に
個
人
所
有
の
支
配
的
な
社
会
か
ら
機
関
所
有
の
社
会
へ
の
推
移
は
、
論
理
的
に
は
非
連
続
で
あ
り
断
絶
で
あ
る
と
い
っ

た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
一
言
葉
を
費
や
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

個
人
所
有
中
心
社
会
は
財
産
中
心
社
会
で
あ
る
。
財
産
中
心
社
会
と
は
、
個
人
が
い
か
な
る
財
産
を
所
有
す
る
か
に
よ
っ
て
、
社
会
的

地
位
・
機
能
・
所
得
が
決
定
せ
ら
れ
る
社
会
で
あ
る
。
土
地
を
も
っ
て
い
る
者
は
、
地
主
と
し
て
の
社
会
的
地
位
と
機
能
を
果
た
し
地
代

を
う
る
。
資
本
の
所
有
者
は
資
本
家
と
し
て
の
社
会
的
地
位
と
機
能
を
も
ち
利
潤
を
う
る
。
労
働
力
し
か
も
た
ぬ
者
は
賃
銀
労
働
者
の
社

会
的
地
位
を
も
ち
、
か
か
る
も
の
と
し
て
機
能
し
、
賃
銀
を
う
る
。
こ
の
財
産
中
心
社
会
は
人
と
人
と
を
市
場
が
結
び
つ
け
る
社
会
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
の
内
部
で
資
本
家
的
生
産
・
企
業
が
大
規
模
化
し
、
組
織
が
大
規
模
化
し
て
く
る
。
産
業
会
社
の
巨
大
化
は
、

治
大
な
剰
余
生
産
物
を
生
産
し
、
行
政
・
医
療
・
教
育
・
軍
事
等
々
の
社
会
的
諸
機
能
を
巨
大
な
組
織
体
で
遂
行
せ
し
め
る
よ
う
に
な

り
、
各
種
の
金
融
機
能
も
ま
た
巨
大
な
組
織
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
組
織
体
の
大
規
模
化
・
巨
大
化
は
一
挙

で
は
な
く
徐
々
に
進
行
す
る
。
こ
の
大
規
模
化
・
巨
大
化
の
進
行
は
個
人
所
有
か
ら
組
織
体
制
機
関
口
器
官
"
制
度
に
よ
る
所
有
へ
と
所

有
主
体
の
転
換
を
内
部
に
は
ら
み
な
が
ら
な
さ
れ
る
。

機
関
所
有
と
支
配

五
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1981年

組織中心社会

1945年

財産中心社会

一六

機
関
所
有
が
支
配
的
な
社
会
は
組
織
中
心
社
会
で
あ
る
。
個
人
の
社
会
的
地
位
・
機

能
・
所
得
が
い
か
な
る
財
産
を
所
有
す
る
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
社
会
と
違
っ
て
、

組
織
中
心
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
は
い
か
な
る
組
織
に
属
し
、
組
織
の
い
か
な
る
職

位
を
占
め
る
か
が
、
彼
の
社
会
的
地
位
・
機
能
・
所
得
を
決
定
す
る
。
財
産
中
心
社
会

で
は
、
決
定
的
意
味
を
も
っ
財
産
は
主
と
し
て
親
よ
り
相
続
す
る
。
だ
が
、
組
織
中
心

社
会
に
お
い
て
、
い
か
な
る
組
織
に
属
し
、
そ
の
組
織
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
は
、
親

よ
り
相
続
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
い
か
な
る
学
校
を
出
る
か
に
よ
っ
て
決
す
る
学

ヶ時代の進行

歴
社
会
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
中
学
か
高
校
か
大
学
か
、
ど
の
大
学
か
、
そ
し
て

さ
ら
に
ど
の
学
部
を
出
る
か
が
、
ど
の
組
織
体
に
入
り
、
ど
の
職
位
を
占
め
る
か
に
決

定
的
な
意
味
を
も
っ
。

戦
前
ま
で
の
日
本
は
、
財
産
中
心
社
会
で
あ
っ
た
。
何
が
し
か
の
財
産
を
所
有
し
て

い
な
い
者
の
子
供
は
、
大
学
・
高
校
は
お
ろ
か
、
中
学
に
さ
え
入
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
。
今
で
は
、
中
学
は
義
務
教
育
と
な
り
、
誰
だ
っ
て
大
学
に
ま
で
行
こ
う
と
思
え

ぱ
ゆ
け
る
。
財
産
を
も
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
配
・
被
支
配
の
関

係
が
決
定
的
な
社
会
を
資
本
主
義
社
会
と
い
う
な
ら
、
現
在
の
日
本
は
資
本
主
義
社
会

と
い
う
に
適
わ
し
く
な
い
。
も
っ
と
も
、
現
在
の
目
本
は
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
組
織
中

心
社
会
で
は
な
い
。

い
ま
だ
、
財
産
中
心
社
会
の
論
理
が
作
用
し
て
い
る
。
財
産
中
心



社
会
の
中
に
組
織
中
心
社
会
が
生
れ
、
次
第
に
大
き
く
な
り
、

い
つ
の
間
に
か
組
織
中
心
社
会
的
部
分
が
財
産
中
心
社
会
の
部
分
を
凌
駕

し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
南
者
は
、
論
理
と
し
て
は
別
箇
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
社
会
に
お
い
て
は
両
者
は
か
ら

ま
り
合
い
融
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
財
産
中
心
社
会
の
論
理
で
現
実
社
会
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
必
要
で
さ
え

あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
で
事
は
済
む
わ
け
で
は
な
く
、
現
実
世
界
の
把
握
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
固
執
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

ハ
1
〉

れ
は
誤
り
と
さ
え
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
組
織
中
心
社
会
の
論
理
の
み
解
明
し
つ
く
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

一
O
Oパ
ー
セ
ン
ト
な
い
し
完
全
な
あ
る
い
は
ほ
ぼ
完
全
な
組
織
中
心
社
会
は
ソ
連
で
あ
る
。
社
会
主
義
革
命
な
る
も
の
は
、
個
人
所

有
を
暴
力
的
に
国
家
所
有
す
な
わ
ち
機
関
所
有
に
か
え
、
組
織
中
心
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
営
為
で
あ
る
。
国
家
と
い
う
機
関

に
よ
る
-
元
的
所
有
の
体
制
で
あ
り
、

一
元
的
な
組
織
社
会
で
あ
る
。

一
元
的
な
組
織
社
会
は
一
元
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
導
か

オ工

一
元
的
な
支
配
組
織
、
支
配
集
団
を
必
要
と
す
る
。
共
産
党
が
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
は
、
す
で
に
機
関
が
支
配
的

な
所
有
主
体
に
な
っ
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
個
人
所
有
"
財
産
中
心
社
会
の
分
野
を
か
な
り
残
し
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
ソ
連

が
一
一
元
的
な
機
関
所
有
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
多
元
的
な
機
関
所
有
で
あ
る
点
が
き
わ
立
っ
た
相
異
点
で
あ
る
。
国
家
や
地
方
自
治
体

が
官
的
所
有
主
体
と
し
て
登
場
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
銀
行
・
保
険
・
会
社
、
ま
た
農
協
な
ど
の
協
働
組
合
等
々
の
民
的
所
有
主

体
が
大
き
く
存
在
す
る
。
し
か
も
銀
行
・
会
社
・
保
険
等
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
白
律
的
な
機
関
と
し
て
存
在
し
機
能
す
る
。
個
々
の

機
関
が
自
律
的
な
機
能
体
で
あ
り
、
所
有
が
多
元
的
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
機
関
を
動
か
す
経
営
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
ま
た
多
元
的
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。

資
本
主
義
・
社
会
主
義
は
、
私
的
所
有
・
社
会
的
所
有
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
上
に
展
開
し
た
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
私
的
所
有
こ
そ
悪
の
根
源
で

あ
り
、
搾
取
と
抑
圧
の
根
で
あ
り
、
社
会
的
所
有
に
か
え
る
こ
と
に
よ
り
搾
取
も
抑
圧
も
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
の
機
関
た
る
国
家
も
ま

機
関
所
有
と
支
配

七
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た
死
滅
す
る
。
そ
し
て
自
由
・
平
等
・
平
和
の
社
会
の
実
現
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
現
実
は
そ
の
約
束
と
違
う
事
実
に
目

を
つ
む
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
な
ぜ
、
そ
の
約
束
は
実
現
せ
ら
れ
な
い
か
。

一
元
的
所
有
・
-
元
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
諸
種
の
イ
デ
オ

ロ
ギ

l
の
存
在
を
ゆ
る
さ
な
い
。
多
元
的
な
思
想
を
詳
容
し
な
い
。
そ
こ
に
は
言
論
・
思
想
の
統
制
・
抑
圧
が
、
多
元
的
所
有
・
多
元
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
社
会
よ
り
は
る
か
に
大
な
ら
さ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
二
耳
的
所
有
・
一
元
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
国
家
は
、
諸
種
の

ハ
2
〉

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
流
入
を
拒
否
す
る
た
め
に
国
家
の
障
壁
を
-
両
く
強
固
に
築
か
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

一
元
的
な
機
関
所
有
で
あ
れ
、
多
元
的
な
機
関
所
有
で
あ
れ
、
機
関
所
有
に
も
と
づ
く
組
織
中
心
社
会
た
る
か
ぎ
り
、

ず

れ
も
個
人
が
財
産
所
有
に
よ
っ
て
企
業
を
支
配
し
、
被
所
有
者
を
支
配
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
諸
個
人
の
社
会
的
地
位
・
機
能
・

所
得
を
決
す
る
も
の
は
、
彼
が
属
す
る
組
織
で
あ
り
、
そ
の
な
か
の
職
位
で
あ
る
点
は
、
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
そ
の
社
会
に
お
け
る

支
配
階
級
は
、
組
織
体
に
お
け
る
管
理
者
u

経
営
者
で
あ
り
、
そ
の
点
、
何
の
差
異
も
な
い
。
組
織
中
心
社
会
・
組
織
社
会
、
管
理
社
会

た
る
点
に
つ
い
て
は
何
の
違
い
も
な
い
。
違
い
は
、
多
元
的
所
有
か
一
元
的
所
有
か
、
多
元
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
一
元
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

か
の
違
い
で
あ
る
。

一
元
的
所
有
u

一
元
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
国
と
国
と
の
聞
に
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
っ
て
き
び
し
い
対
立
が
生

じ
や
す
い
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
支
配
M

従
属
的
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
と
い
う
歴
史
認
識
の
基
礎
に
あ
る
私
的
所
有
か
ら
社
会
的
所
有
へ
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
か
わ
っ
て
、
個
人
所
有
か
ら
機
関
所
有
へ
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
採
用
じ
、
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
っ
て
現
代
の
歴
史

的
状
況
・
推
移
を
と
ら
え
た
方
が
、
は
る
か
に
現
実
に
よ
り
接
近
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
1〉
(
2〉

拙
稿
「
産
業
社
会
と
は
何
か

l
i財
産
中
心
社
会
か
ら
組
織
中
心
社
会
へ
|
|
」
(
『
経
済
評
論
』
昭
和
五
二
年
二
月
号
〉
@

拙
稿
「
企
業
論
的
比
較
体
制
論
」
弓
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
昭
和
五
一
年
一
月
号
〉
参
照
さ
れ
た
い
@



四

諸
説
の
検
討

1 

宮
崎
義
一
教
授
の
所
論

宮
崎
義
一
教
授
は
、
バ

l
リ
"
ミ

l
ン
ズ
の
手
法
お
よ
び
T
N
E
C
の
手
法
を
適
用
し
て
、
日
本
の
大
企
業
上
位
三
百
社
対
象
、
昭
和

調
査
時
点
一
九
六

O
年
と
一
九
七

O
年
の
推
移
調
査
と
、
有
形
資
産
五

O
億
円
以
上
七
三
二
社
対
象
で
調
査
時
点
昭
和
三

O
年、

一六

年
、
四
一
年
、
四
五
年
の
十
五
年
間
の
推
移
の
実
態
調
査
を
さ
れ
た
。

両
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
、
両
者
と
も
、

「
戦
後
日
本
と
く
に
一
九
六

O
年
以
降
、

〈
会
社
支
配
〉
が
支
配
的
と
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
、
ま
た
過
半
数
支
配
の
比
重
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
従
来
学
説
上
支
配
的
で
あ
っ
た
〈
経
営
者
支
配
〉

と
い
う
考
え
は
必
ら
ず
し
も
妥
当
し
・
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

」
の
事
態
を
教
授
は
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
お
ら
れ
る
。

「
戦
後
日
本
の
現
実
は
会
社
に
よ
る
会
社
所
有
が
支
配
的
で
あ
り
、

い
わ
ば

〈
資
本
の
法
人
格
化
〉
が
進
展
し
、

そ
れ
ら
と
並
ん
で
〈
法
人
の
人
格
化
〉
〈
会
社
の
前
進
の
た
め
に
献
身
す
る
〈
会
計
人
〉
と
し
て
の
経
営
者

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〉
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
勤
さ
を
多
少
シ
ェ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
表
現
す

る
と
、
個
人
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
耕
一
か
ら
個
人
所
有
の
分
散
と
《
経
営
者
支
配
》
を
経
て
、

〈
会
社
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
統
一
〉

の
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
み
ら
れ
る
最
近
の
う
ご
き
で
あ
る
。
」

〈
資
本
の
法
人
格
化
〉
と
か
、

〈
法
人
の
人
格
化
〉
と
か
、
明
断
な
概
念
と
は
い
え
な
い
。
言
葉
だ
け
で
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
い

か
な
る
事
象
を
指
し
て
言
う
言
葉
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
個
人
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
統
一
か
ら
個
人
所
有
の
分

散
と
〈
経
営
者
支
配
〉
を
経
て
〈
会
社
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
統
一
V

の
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
分
析
は
、
バ

l
リ
"
ミ

l
ン
ズ
調

機
関
所
有
と
支
配

九
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四
0 

査
と

T
N
E
C
調
査
の
方
法
と
そ
れ
に
よ
っ
て
立
つ
概
念
に
完
全
に
依
拠
す
る
か
ぎ
り
、
当
然
で
て
く
る
結
論
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

す
な
わ
ち
、
パ

i
リ
u

ミ
l
ン
ズ
は
大
株
主
の
持
株
比
率
に
よ
っ
て
完
全
所
有
支
配
・
多
数
所
有
支
配
・
少
数
所
有
支
配
、
さ
ら
に
も

持
株
比
率
が
低
下
し
た
の
で
所
有
に
も
と
づ
く
支
配
不
可
能
と
な
っ
た
も
の
を
経
営
者
支
配
と
把
握
し
、
分
類
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て、

T
N
E
C
は
大
株
主
を
家
族
と
会
社
に
類
別
し
、
支
配
的
な
大
株
主
の
見
当
た
ら
ぬ
会
社
を
経
営
者
支
配
の
会
社
と
し
た
の
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
、
個
人
所
有
の
分
散
と
機
関
所
有
の
集
中
の
状
況
下
の
会
社
支
配
を
、
個
人
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
統
一
か
ら
個
人
所
有
の

分
散
に
よ
る
《
経
営
者
支
配
》
を
経
て
、
会
社
所
有
の
集
中
に
よ
る
〈
会
社
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
統
一
〉
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
と

把
ら
え
ら
れ
る
の
は
至
極
当
然
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
株
式
の
分
散
と
集
中
・
大
株
主
の
持
株
比
率
を
と
ら
え
、
支
配
的
な
所
有
主
体
は
誰
で
あ
る
か
を
み
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
が
、
所
有
即
支
配
、
株
式
所
有
即
支
配
と
い
う
簡
単
な
図
式
だ
け
で
、
現
代
企
業
の
支
配
の
問
題
を
解
こ
う
と
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に

も
安
易
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

問
題
の
焦
点
は
、
個
人
所
有
と
機
関
所
有
"
会
社
所
有
の
決
定
的
な
差
異
に
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
有
主
体
が

個
人
か
ら
個
人
の
複
合
体
"
制
度
目
機
関
u

社
会
の
器
官
に
か
わ
っ
た
こ
と
の
違
い
に
思
い
を
馳
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
教
授
は
経
営

者
支
配
と
会
社
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
統
一
と
の
違
い
を
重
視
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
〈
会
社
に
よ
る
所
有
と

支
配
の
統
一
〉
と
い
う
場
合
、
そ
の
こ
と
と
、
経
営
者
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
あ
く
ま
で
も
矛
盾
せ
ず
両
立
す
る
。

む
し
ろ
、
会
社
に
忠
誠
を
つ
く
す
《
会
社
人
》
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
現
実
に
は
会
社
の
指
揮
・
方
向
づ
け

と
総
合
調
整
機
能
が
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
な
し
に
は
会
社
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
で
も
あ
く
ま
で
も
会
社
が

マ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
経
営
者
は
そ
の
サ
l
バ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
会
社
は
ゴ

l
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
l
ン
と
し
て
不
滅
の
生
命
を
保
持



ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
、
経
営
者
の
任
期
は
限
ら
れ
つ
ね
に
流
動
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
経
営
者
は
会
社
に
と
っ
て
あ
る

種
の
《
通
過
集
団
》
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
見
失
う
と
会
社
支
配
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
会
社

〈

1
〉

支
配
の
ケ

i
ス
ま
で
す
べ
て
《
経
営
者
支
配
》
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
に
よ
っ
て
不
当
に
包
括
さ
れ
て
し
ま
う
己

教
授
は
現
実
に
会
社
を
方
向
づ
け
指
揮
し
総
合
調
整
し
て
い
る
の
は
経
営
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
、
経
営
者
が
支
配
者
で

は
な
い
の
か
。
経
営
者
以
外
に
誰
か
支
配
者
が
存
在
す
る
。
教
授
は
そ
れ
は
会
社
で
あ
っ
て
、
会
社
が
マ
ス
タ
ー
・
経
営
者
は
サ

l
パ
ン

ト
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
会
社
は
人
間
の
集
団
で
は
あ
る
が
人
閉
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
会
社
の
最
高
意
思
を
決
定
し
て
い
る
の
が
経
営

者
で
あ
っ
て
、
他
に
そ
の
よ
う
な
人
聞
が
い
な
い
と
す
れ
ば
、
経
営
者
が
支
配
者
で
あ
る
。
支
配
の
問
題
は
、
い
か
な
る
人
間
が
何
に
拠

っ
て
支
配
を
行
使
し
て
い
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
人
間
対
人
間
の
支
配
服
従
関
係
の
問
題
に
人
間
以
外
の
も
の
を
持
ち
出
す
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
科
学
の
世
界
か
ら
宗
教
的
世
界
に
足
を
ふ
み
込
む
こ
と
に
な
る
。
会
社
が
マ
ス
タ
ー
で
経
営
者
は
サ

l
パ
ン
ト
は
比
聡
で
あ
る
。

こ
の
比
喰
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
成
立
ち
も
し
よ
う
。
だ
が
、
こ
の
場
合
は
比
除
で
こ
の
問
題
は
片
づ
か
ぬ
。
経
営
者
は
人
間
だ
が
会
社

は
人
間
で
は
な
い
。

か
つ
て
、

マ
ル
ク
ス
は
資
本
家
を
資
本
の
魂
を
わ
が
魂
と
し
資
本
の
論
理
を
わ
が
論
理
と
し
て
行
動
す
る
人
問
、
資
本
の
人
格
化
存
在

と
し
て
画
い
た
が
、
資
本
が
マ
ス
タ
ー
、
資
本
家
が
サ

l
パ
ン
ト
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
経
営
者
は
会
社
の
不
滅
の
た
め
に
つ
く
す
人
間

で
あ
る
。
会
社
の
不
滅
が
会
社
に
と
り
社
会
に
と
り
至
上
命
令
と
な
っ
た
と
き
、
会
社
の
不
滅
を
は
か
る
決
定
を
お
こ
な
う
機
能
を
担
当

す
る
の
が
経
営
者
だ
か
ら
、
経
営
者
は
支
配
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
経
営
者
個
人
は
任
期
を
も
つ
が
経
営
者
と
い
う
存
在
自
体
は
、
会

社
に
と
り
決
定
的
な
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
は
会
社
の
存
続
も
あ
り
え
ぬ
。
経
営
者
が
、
通
過
集
団
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
人

間
個
人
は
す
べ
て
こ
の
世
の
通
過
的
存
在
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
体
の
構
成
人
員
は
す
べ
て
通
過
集
団
で
あ
る
。
機
関
所
有
の
も
と
に

機
関
所
有
と
支
配

四



機
関
所
有
と
支
配

四

お
い
て
は
、
支
配
的
所
有
機
関
が
識
別
で
き
よ
う
と
出
来
ま
い
と
、
所
有
会
社
で
あ
ろ
う
と
被
所
有
会
社
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
会
社
に

お
け
る
最
高
意
思
決
定
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
す
な
わ
ち
会
社
を
支
配
し
て
い
る
の
は
経
営
者
で
あ
り
、
経
営
者
自
身
は
所
有
者

で
は
な
い
こ
と
こ
そ
銘
記
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

宮
崎
教
授
の
会
社
支
配
論
は
、
パ
!
リ
H

ミ
l
ン
ズ
の
理
論
に
た
い
し
て
か
つ
て
な
さ
れ
た
一
つ
の
代
表
的
な
見
解
を
、
わ
た
く
し
に

想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
「
〈
経
営
者
支
配
〉
と
み
え
た
会
社
は
、
実
は
資
本
支
配
と
く
に
〈
金
融
資
本
(
独
占
資
本
)
の
支
配
〉
の
下
の

会
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

〈
経
営
者
支
配
〉
と
い
う
形
態
は
、
資
本
の
支
配
と
く
に
〈
金
融
資
本
の
支
配
〉
と
い
う
本

(
2〉

そ
の
本
質
を
大
な
り
小
な
り
隠
し
て
い
る
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ

質
の
現
象
形
態
(
そ
れ
は
、

(
1〉
(
2〉

宮
崎
義
一
『
戦
後
日
本
の
企
業
集
団
』
(
日
本
経
済
新
聞
社
〉
二
九
七
頁
。

上
林
貞
治
郎
『
現
代
企
業
に
お
け
る
資
本
・
経
営
・
技
術
』
(
森
山
書
庖
)
三
八
|
三
九
頁
。

(
奥
村
宏
氏
・
西
山
忠
範
教
授
の
所
説
の
吟
味
を
、
枚
数
制
限
の
た
め
に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
Y




